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空き家問題を考える

市民の皆さんから寄せられる空き家の情
報提供は、外壁・瓦の飛散や崩落および樹
木などの繁茂といった内容が大半を占めて
います。

そのうち所有者などへの助言、指導によ
り改善された件数は 61 件で、その内訳は、
解体された物件が 33 件、草木の伐採など
による是正が 21 件、一部補修による是正
などが 7 件になっています。

特
集

市内の空き家
情報提供数

172件
（平成 27年 12月末）

近
年
、
核
家
族
化
や
少
子
化
な
ど
を
背

景
に
、
空
き
家
の
状
況
が
、
全
国
で
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。

空
き
家
に
な
っ
た
建
物
が
放
置
さ
れ
て

老
朽
化
が
進
む
と
、
安
全
性
を
損
ね
て
近

隣
に
被
害
を
与
え
た
り
、
景
観
や
生
活
環

境
に
深
刻
な
影
響
を
お
よ
ぼ
す
原
因
に

な
っ
た
り
し
ま
す
。

そ
こ
で
彦
根
市
で
は
、「
彦
根
市
空
き
家

等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例（
平
成
25
年

４
月
施
行
）」
を
作
り
、
管
理
不
全
の
空
き

家
に
対
し
て
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
が
安
全
、
安
心
な
毎
日

を
過
ご
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
空
き
家
に

つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

建
築
住
宅
課
☎
30-

６
１
２
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

８
５
１
７

番

平
成
27
年
５
月
に
「
空
家
等
対
策
の
推

進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
が
施
行
さ
れ
、

空
き
家
は
「
居
住
そ
の
他
の
使
用
が
な
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
が
常
態
で
あ
る
も
の
」

と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
お
お
む

ね
１
年
を
通
じ
て
使
用
し
て
い
な
い
状
態

が
基
準
と
な
り
ま
す
。

こ
の
法
律
に
よ
り
、
所
有
者
な
ど
が
空

き
家
を
放
置
す
る
こ
と
で
、
倒
壊
な
ど
著

し
く
保
安
上
危
険
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
か
ら
考
え
る

空
き
家
の
事
情

空き家の現状の一例

空き家は増加傾向
平成 25 年の総務省の調査

によると、全国の空き家数は
約 820 万戸で、平成 20 年
に比べて約 63 万戸増加しま
した。

ちなみに、彦根市の空き家
数は約 1 万戸で平成 20 年に
比べて約 1,500 戸増加して
おり、今後も増加すると考え
られます。

※空き家数は、アパートなど
の共同住宅を含みます。

　
空
き
家
と
は

〜
空
き
家
に
対
す
る
法
律
が

施
行
さ
れ
ま
し
た
〜

も
の
な
ど
は
、「
特
定
空
家
」
に
指
定
さ
れ

ま
す
。

特
定
空
家
に
指
定
さ
れ
た
場
合
、
行
政

か
ら
の
指
導
な
ど
に
従
わ
な
い
と
、
住
宅

用
地
特
例（
※
）か
ら
除
外
す
る
こ
と
や
行

政
代
執
行
に
よ
り
、
市
が
空
き
家
を
解
体

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

※
住
宅
用
地
特
例
と
は

住
宅
の
敷
地
に
か
か
る
税
金
は
、
そ
の

広
さ
に
よ
っ
て
、
次
の
と
お
り
特
例
措
置

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

①
小
規
模
住
宅
用
地　

２
０
０
㎡
以
下
の

住
宅
用
地
の
固
定
資
産
税
を
６
分
の
１
、

都
市
計
画
税
を
３
分
の
１
に
す
る
も
の
。

②
一
般
住
宅
用
地　

小
規
模
住
宅
用
地
以

外
の
住
宅
用
地
で
、
固
定
資
産
税
を
３

分
の
１
、
都
市
計
画
税
を
３
分
の
２
に

す
る
も
の
。
３
０
０
㎡
の
住
宅
用
地
で

あ
れ
ば
、
２
０
０
㎡
が
小
規
模
住
宅
用

地
に
な
り
、
残
り
１
０
０
㎡
が
一
般
住

宅
用
地
に
該
当
し
ま
す
。

▶︎
建
物
の
雨
ど
い
や
瓦
な
ど
の
外
部

が
傷
ん
で
い
る

▶︎
建
物
の
瓦
が
落
ち
て
い
る

▶︎
草
木
が
繁
茂
し
て
い
る

0

200

400

600

800

1000

H25H20H15H10

（万戸）

（年）

576
659

757
820

全国の空き家数

出典：総務省統計局　
住宅・土地統計調査

※件数は、平成 25 年 4 月〜同 27 年 12 月までの合計です。
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我
が
家
の
隣
地
は
、
こ
こ
数
年
空

き
家
と
な
っ
て
い
ま
す
。
幸
い
遠
地

に
住
ん
で
い
る
所
有
者
は
、
時
折
帰

省
し
て
家
を
綺
麗
に
管
理
し
て
お
ら

れ
ま
す
。

昨
年
、
自
治
会
か
ら
出
さ
れ
た
要

望
に
対
し
て
現
地
確
認
を
し
た
時
に
、

朽
ち
果
て
た
空
き
家
が
多
く
、
そ
の

対
策
は
早
急
の
課
題
で
あ
る
こ
と
を

認
識
し
ま
し
た
。
少
子
高
齢
化
が
進

む
中
、
様
々
な
要
因
か
ら
空
き
家
の

増
加
は
あ
る
程
度
理
解
で
き
ま
す
が
、

こ
れ
ら
の
活
用
を
含
め
適
切
に
対
応

す
る
仕
組
み
づ
く
り
が
重
要
で
す
。

た
だ
、
所
有
者
の
方
針
や
権
利
関

係
な
ど
複
雑
な
問
題
も
多
く
、
簡
単

に
進
ま
な
い
実
情
も
あ
り
ま
す
。
古

い
空
き
家
を
買
い
取
り
、
リ
フ
ォ
ー

ム
し
て
活
用
す
る
例
は
市
内
に
も
見

ら
れ
、
そ
れ
ら
が
大
変
魅
力
あ
る
建

物
に
再
生
さ
れ
て
い
る
の
を
見
て
大

い
に
希
望
を
持
ち
ま
す
。
再
利
用
が

進
ま
な
く
と
も
、
放
置
さ
れ
た
ま
ま

で
は
危
険
な
場
合
を
含
め
様
々
な
問

題
が
生
じ
か
ね
ま
せ
ん
。

美
し
い
町
を
作
る
た
め
に
市
だ
け

で
行
動
す
る
の
で
は
な
く
、
関
係
者

の
協
力
を
得
て
魅
力
あ
る
彦
根
の
ま

ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

特
集空き家問題を考える

▲修復後
老朽化した内外装材の改修と併せて間取

りを変更し、住居として使用

空き家などが周囲
の生活環境に影響を
およぼさないよう、敷
地も含め適正に管理
する。

管理が行き届いて
いない空き家などの
情報を、市に提供する。

彦根市では市民の安全・安心の確保と生活環境の保全を図るために、
空き家などが放置され、管理されない状態になることを防止します

市民からの情報提供に
より、管理が行き届いてい
ない空き家などを把握し
た場合は、実態調査を行
い、管理不全な状態にある
と認めたときは、所有者に
指導などを行う。

所有者 市民

彦根市

　
空
き
家
問
題
の
解
決
に
む
け
て

■
空
き
家
の
活
用
を
ア
ド
バ
イ
ス
し

ま
す
〜
滋
賀
県
空
き
家
管
理
等
基

盤
強
化
推
進
協
議
会

条
例
を
施
行
し
て
か
ら
、
空
き
家

な
ど
に
対
す
る
助
言
・
指
導
な
ど
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
は

彦
根
市
か
ら
の
一
方
的
な
指
導
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
個
人
の
財
産
で
あ
る
空

き
家
の
除
却
・
活
用
な
ど
に
、
具
体

的
な
助
言
が
で
き
な
い
こ
と
や
空
き

家
の
売
買
・
賃
貸
な
ど
に
関
与
で
き

な
い
こ
と
が
理
由
で
し
た
。

そ
こ
で
彦
根
市
で
は
、
空
き
家
に

対
す
る
相
談
体
制
の
整
備
と
し
て
、

滋
賀
県
空
き
家
管
理
等
基
盤
強
化
推

進
協
議
会
と
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

（
左
写
真
）。

こ
れ
に
よ
り
、
除
却
や
活
用
へ
の

具
体
的
な
助
言
な
ど
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

空
き
家
の
活
用
な
ど
で
お
困
り
の

場
合
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
町
屋
や
古
民
家
に
再
び
光
を
〜

　

小
江
戸
ひ
こ
ね
町
屋
情
報
バ
ン
ク

彦
根
の
町
屋
に
住
ん
で
み
た
い
、

活
用
し
た
い
人
を
対
象
に
、「
小
江

戸
ひ
こ
ね
町
屋
情
報
バ
ン
ク
」
で
物

件
情
報
の
提
供
と
マ
ッ
チ
ン
グ
を

行
っ
て
い
ま
す
。

当
バ
ン
ク
で
は
、
昭
和
20
年
以
前

強
い
彦
根
へ

‒
私
の
思
い‒

彦
根
市
長

　大
久
保
　貴

11

空
き
家
は
相
続
問
題

空
き
家
は
個
人
の
財
産
で
あ
り
、
管

理
は
所
有
者
で
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
相
続
人
で
あ
る
場
合
も
同

様
で
す
。

も
し
も
、
空
き
家
の
管
理
が
不
十
分

で
あ
っ
た
た
め
に
、
瓦
な
ど
が
落
ち
て

通
行
人
に
当
た
っ
た
よ
う
な
場
合
、
所

有
者
の
責
任
に
な
る
た
め
、
管
理
不
全

の
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
維
持
管
理

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

親
が
亡
く
な
っ
た
た
め
そ
の
家
を
相

続
す
る
な
ど
、
様
々
な
理
由
に
よ
っ
て

空
き
家
の
所
有
者
に
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
空
き
家
の
問
題
が
発
生
す
る

前
に
、
住
ん
で
い
る
家
を
ど
う
し
て
い

く
の
か
・
相
続
し
た
場
合
は
家
を
ど
う

　
空
き
家
の
適
正
管
理す

る
の
か
な
ど
を
話
し
合
っ
て
お
く
事

が
重
要
で
す
。

ま
た
、
人
が
い
な
く
な
り
、
使
わ
れ

な
く
な
っ
た
空
き
家
は
老
朽
化
し
て
い

き
、
様
々
な
問
題
が
発
生
し
ま
す
。
空

き
家
の
所
有
者
は
、
定
期
的
な
訪
問
確

認
や
内
部
の
換
気
を
行
っ
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

空
き
家
の
所
有
者
な
ど
へ
の
指
導

彦
根
市
で
は
、
条
例
お
よ
び
法
律
に

基
づ
き
、
所
有
者
に
対
し
て
粘
り
強
く

指
導
し
て
い
き
ま
す
が
、
次
の
よ
う
に

解
決
に
時
間
が
掛
か
る
も
の
も
あ
り
ま

す
。

▼︎
所
有
者
が
遠
方
に
住
ん
で
い
る
場
合

▼︎
所
有
者
が
す
で
に
死
亡
し
て
い
る
場

合

滋
賀
県
空
き
家
管
理
等

基
盤
強
化
推
進
協
議
会

滋
賀
県
建
築
士
会
を
事
務
局

と
し
、
空
き
家
の
管
理
な
ど
に

関
わ
る
者
が
連
携
し
て
、
県
民

か
ら
の
相
談
を
受
け
、
支
援
し

ま
す
。
そ
の
実
績
を
重
ね
て
専

門
家
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
昨
年
４
月
に
設
立
さ
れ

た
組
織
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先  

滋
賀
県
空
き
家

管
理
等
基
盤
強
化
推
進
協
議

会
（
公
益
社
団
法
人 

滋
賀
県
建
築

士
会
内
）
☎
０
７
７-

５
２
２-

１
６
１
５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
７

-

５
２
３-

１
６
０
２
番

▶︎
昨
年
10
月
に
締
結

空き家の確認事項

▶︎建物の塀、瓦、雨どいなどの外
部が傷んでいる箇所はないか

▶︎草木が繁茂して、敷地から出て
いないか

▶︎庭にごみがたまっていないか
▶︎郵便物がたまっていないか
▶︎室内に傷みや雨漏れがないか
▶︎玄関や窓の施錠ができている

か

に
建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅
の
物
件
情

報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
町
屋
の
こ

と
で
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

小
江
戸
ひ
こ
ね

町
屋
情
報
バ
ン
ク
事
務
局 

（
小
江

戸
ひ
こ
ね
町
屋
活
用
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
事
務
局
内
）
☎
23-

２
１
２
３

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

２
７
３
０

番
、
Ｅ
メ
ー
ルinfo@

hikone-
m

achiya.com

▲修復前
空き家になっていた町屋。使われなくな

り老朽化が進んでいた。
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受
付
日
時
・
場
所
・
方
法

▼︎
２
月
21
日
㈰　

午
前
８
時
30
分

〜
正
午　

南
地
区
公
民
館
（
甘

呂
町
）　

午
前
８
時
30
分
か
ら

同
９
時
30
分
ま
で
の
来
場
者
を

対
象
に
抽
選
を
行
い
、
同
10
時

か
ら
抽
選
番
号
順
に
受
け
付
け

ま
す
。
同
９
時
30
分
以
降
の
来

場
者
は
、
抽
選
し
た
人
の
後
に

受
け
付
け
ま
す
。

▼
２
月
22
日
㈪
以
降
の
平
日　

午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

清
掃
セ
ン
タ
ー
（
野
瀬
町
）

配
車
で
き
る
日　

１
・
２
月
を
除

く
、
毎
月
第
１
・
第
３
日
曜
日
、

５
月
29
日
㈰
、
７
月
31
日
㈰　

※
５
月
の
第
１
日
曜
日
（
５
月
１

日
）、
８
月
の
第
３
日
曜
日
（
８

月
21
日
）
は
配
車
し
ま
せ
ん
。

配
車
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
同

10
時
（
搬
入
は
正
午
ま
で
）

申
請
書
・
要
綱
・
配
車
カ
レ
ン
ダ
ー

の
配
布
場
所　

清
掃
セ
ン
タ
ー
、

生
活
環
境
課
、
支
所
、
各
出

張
所

※
申
請
書
な
ど
の
案
内
文
書
は
、

自
治
会
長
へ
郵
送
し
ま
す
。

申
請
方
法　

所
定
の
申
請
書
に
配

車
を
希
望
す
る
場
所
と
、
清
掃

場
所
を
示
し
た
地
図
を
添
付
し

て
、
受
付
場
所
に
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

清
掃
セ
ン

タ
ー
☎
22-

２
７
３
４
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

７
７
８
７
番

費
用
の
一
部
を
給
付
し
ま
す

高
齢
者
の
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ

サ
ー
ジ
の
施
術
費

　　　　口市
介
護
福
祉
課　

　

昨
年
10
月
か
ら
、
高
齢
者
が
は

り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
施

術
を
受
け
た
場
合
の
費
用
の
一
部

を
次
の
と
お
り
給
付
し
て
い
ま
す
。

対
象
者　

次
の
全
て
に
該
当
す
る

人
▼︎
65
歳
以
上
で
彦
根
市
の
介
護
保

険
被
保
険
者

▼︎
施
術
を
開
始
し
た
日
の
要
介
護

状
態
区
分
が
要
支
援
１
以
上
の

ご
存
じ
で
す
か

地ち

籍せ
き

調
査口市

建
設
管
理
課

人
に
戸
籍
が
あ
る
よ
う
に
、
土

地
に
も
「
地ち

籍せ
き

」
と
い
う
戸
籍
の

よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

「
地
籍
」と
は
一
筆
ご
と
の
土
地

に
関
す
る
記
録
の
こ
と
で
、
登
記

所
（
法
務
局
）
に
は
、
土
地
登
記
簿

（
所
有
者
、
地
番
、
地
目
、
面
積
な
ど
の

記
録
）
や
そ
の
地
図
（
公
図
）
が
備

え
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、「
地
籍
調
査
」
を
実

施
し
て
い
な
い
地
域
は
、
必
ず
し

も
土
地
の
実
態
を
正
確
に
反
映
し

た
登
記
内
容
と
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
、
現
在
の
公
図
が
明
治
初

期
に
作
ら
れ
た
地
図
を
も
と
に
し

て
い
る
も
の
が
多
い
こ
と
、
ま
た
、

測
量
技
術
が
現
在
の
よ
う
に
精
密

で
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
原
因
で

す
。地

籍
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

最
新
の
測
量
技
術
を
使
っ
た
精
度

の
高
い
「
地
籍
図
」
と
、
現
状
に

合
っ
た
正
確
な
「
地
籍
簿
」
が
作

成
さ
れ
、
公
図
や
土
地
登
記
簿
が

修
正
さ
れ
ま
す
（
所
有
権
移
転
な
ど

の
権
利
移
転
は
で
き
ま
せ
ん
）。

地
籍
調
査
の
メ
リ
ッ
ト

●
土
地
の
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止

に
役
立
ち
ま
す

地
籍
調
査
を
機
会
に
、
隣
の
土

地
と
の
境
界
が
明
確
に
な
り
、
境

対象費用
の 区 分

施術 1 回当
たりの上限額

1 年度当た
りの上限額

施 術 費 3,000 円 9,000 円

往 診 料 1,800 円 5,400 円

界
杭
の
位
置
も
記
録
と
し
て
残
る

の
で
後
々
の
紛
争
も
防
止
で
き
ま

す
。

●
災
害
の
復
旧
に
役
立
ち
ま
す

土
砂
崩
れ
や
水
害
な
ど
の
災
害

復
旧
の
際
、
地
籍
調
査
の
成
果
を

利
用
し
て
位
置
を
確
認
で
き
る
た

め
、
復
旧
作
業
も
効
率
よ
く
行
え

ま
す
。

●
土
地
取
引
の
円
滑
化
に
役
立
ち

ま
す

正
確
な
土
地
の
状
況
が
登
記
簿

に
反
映
さ
れ
、
登
記
制
度
の
信
頼

性
が
向
上
し
ま
す
。
そ
し
て
安
心

し
た
土
地
取
引
が
で
き
る
た
め
、

経
済
活
動
全
体
の
円
滑
化
・
活
性

化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

●
調
査
費
用
の
負
担
は
ゼ
ロ
で
す

測
量
や
登
記
手
続
き
な
ど
調
査

に
必
要
な
費
用
に
つ
い
て
は
国
・

県
・
市
が
負
担
し
ま
す
。
土
地
所

有
者
の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
（
た

だ
し
、
調
査
立
会
な
ど
に
必
要
な
交
通

費
な
ど
は
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
）。

※
地
籍
調
査
に
は
住
民
の
皆
さ
ん

の
協
力
が
必
要
で
す
。
彦
根
市

で
は
地
籍
調
査
を
自
治
会
ご
と

に
実
施
し
て
い
ま
す
。
調
査
に

関
す
る
詳
し
い
内
容
は
、

建

設
管
理
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。
要
望
が
あ
れ
ば
、
地

元
説
明
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

※
地
籍
調
査
に
は
事
業
の
開
始
か

ら
終
了
ま
で
３
〜
４
年
の
期
間

が
必
要
で
す
。

※
市
内
で
は
、
賀
田
山
町
茂
賀
で

調
査
が
完
了
し
、
現
在
は
新
海

町
で
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先  

建
設
管
理
課

☎
30-

６
１
２
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

５
２
１
１
番

銃
砲
刀
剣
類
の
登
録
審
査

口県
文
化
財
保
護
課

美
術
品
、
骨
董
品
と
し
て
の
火

縄
銃
な
ど
の
古
式
銃
や
刀
剣
類
は
、

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
に
よ

り
登
録
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
登
録
さ
れ
て
い
な

い
銃
砲
・
刀
剣
類
は
、
他
人
へ
譲

渡
し
た
り
、
所
持
し
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
登
録
し
て

く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
18
日
㈭　

午
前
10
時

〜
午
後
３
時

場
所　

大
津
合
同
庁
舎
７
Ｂ
会
議

室
（
大
津
市
松
本
一
丁
目
）

持
ち
物

①
銃
砲
刀
剣
類
（
現
物
）

②
警
察
署
発
行
の
刀
剣
類
発
見
届

出
済
証

③
審
査
手
数
料
（
１
件
６
、
３
０
０

円
）、
ま
た
は
再
交
付
手
数
料

（
１
件
３
、
５
０
０
円
）

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会

文
化
財
保
護
課
☎
０
７
７-

５

２
８-

４
６
７
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
７
７-

５
２
８-

４
９
５
６
番

　

臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給

対
象
に
な
る
人
に
は
、「
お
知

ら
せ
」
と
「
申
請
書
」
を
送

付
し
て
い
ま
す
。
申
請
期
限

を
過
ぎ
る
と
、
給
付
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
受
付
場
所

　

臨
時
給
付
金
支
給
室
（
市

役
所
３
階
）

申
請
受
付
時
間

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除

く
）　

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分
（
木
曜
日
は

午
後
７
時
ま
で
）

土
曜
日　

午
前
９
時
〜
正

午
問
い
合
わ
せ
先　

臨
時
給

付
金
支
給
室
☎
０
１
２
０

-
１
５
２
８-

９
０
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
22-
１
３
９
８
番

地
域
の
清
掃
活
動
に

ダ
ン
プ
車
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

口市
清
掃
セ
ン
タ
ー

　

自
治
会
な
ど
で
、
地
域
の
清
掃

活
動
を
実
施
し
た
後
の
土
や
草
を

処
分
す
る
た
め
に
、
回
収
車
（
ダ

ン
プ
車
）
を
配
車
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
の
受
付
は
、
２
月
21

日
㈰
か
ら
で
す
。初
日
に
限
り
、抽

選
後
の
受
付
に
な
り
ま
す
。
翌
日

以
降
は
先
着
順
で
す
。

　

回
収
車
の
台
数
に
は
限
り
が
あ

り
ま
す
の
で
、
希
望
日
に
配
車
で

き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
配
車

希
望
日
の
１
か
月
前
ま
で
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ひ
こ
ね
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

参
加
登
録
加
盟
店
の
換
金

期
限
は
２
月
10
日
㈬
ま
で

口市
地
域
経
済
振
興
課

昨
年
10
月
に
発
売
し
た
第
２
弾

「
ひ
こ
ね
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」の

参
加
登
録
加
盟
店
の
換
金
期
限
は
、

２
月
10
日
㈬
ま
で
で
す
。

換
金
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
一
切

換
金
で
き
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
商
品
券
の
使
用
期
限
は
、

１
月
11
日
で
終
了
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

地
域
経
済
振

興
課
☎
30-

６
１
１
９
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

９
６
７
６
番

の
人

▼︎
介
護
保
険
料
の
滞
納
が
な
い
人

▼︎
市
の
指
定
し
た
施
術
所
（
※
）

で
、
お
お
む
ね
週
１
回
の
施
術

を
連
続
で
12
回
以
上
受
け
た
人

※
介
護
福
祉
課
ま
た
は
利
用
し
て

い
る
施
術
所
に
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

対
象
費
用　

施
術
に
要
し
た
施
術

費
お
よ
び
往
診
料
（
医
療
保
険
適

用
外
の
も
の
に
限
る
）

給
付
金
額　

対
象
費
用
の
う
ち
、

最
終
の
施
術
か
ら
遡
っ
て
３
回

分
の
費
用
の
合
計
額
。
た
だ
し
、

上
限
額
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

申
請
方
法　

介
護
福
祉
課
ま
た

は
市
の
指
定
施
術
所
に
あ
る
申

請
書
の
表
面
に
必
要
事
項
を
書

い
て
、
裏
面
に
施
術
所
か
ら
施

術
の
証
明
を
得
た
上
で
、
介
護

臨
時
福
祉
給
付
金

申
請
期
限
は
２
月
15
日
㈪
ま
で

保
険
被
保
険
者
証
を
提
示
し
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先　

介

護
福
祉
課
☎
23-

９
６
６
０
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
８
番

市
の
施
設
な
ど
が
一
時
的
に
利
用
で
き
ま
せ
ん

市
立
病
院
内
レ
ス
ト
ラ
ン
・
市
立
図
書
館
・

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

　

次
の
と
お
り
、
市
の
施
設
、

サ
ー
ビ
ス
が
一
時
的
に
利
用
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
に

は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

市
立
病
院
内
レ
ス
ト
ラ
ン

「
パ
ル
」

休
業
期
間　

２
月
５
日
㈮
〜
同

15
日
㈪

※
院
内
売
店（
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
）

は
通
常
通
り
営
業
し
ま
す
。

理
由　

栄
養
科
厨
房
の
床
面
工

事
期
間
中
に
、
患
者
さ
ん
向

け
給
食
の
調
理
場
所
を
確
保

す
る
た
め
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
立
病
院
病

院
総
務
課
☎
22-

６
０
５
０

番
（
内
線
３
５
１
９
）、Ｆ
Ａ

Ｘ
26-

０
７
５
４
番

市
立
図
書
館

休
館
期
間
　
２
月
17
日
㈬
〜
同

25
日
㈭

※
「
お
ひ
ざ
で
だ
っ
こ
の
お
は

な
し
会
」
と
「
む
か
し
ば
な

し
を
聞
く
つ
ど
い
」
も
休
み

ま
す
。

※
休
館
中
に
本
を
返
却
す
る
場

合
は
、図
書
館
玄
関
の
ブ
ッ
ク

ポ
ス
ト
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
動
く
図
書
館「
た
ち
ば
な
号
」

は
、
休
館
中
も
運
行
し
ま
す
。

理
由　

毎
年
こ
の
時
期
を
「
特

別
整
理
期
間
」
と
し
て
、
図

書
資
料
の
点
検
・
整
理
を
行

う
た
め
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
立
図
書
館

☎
22-

０
６
４
９
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
26-

０
３
０
０
番 

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

停
止
日
時
　
①
２
月
４
日
㈭
　

午
後
１
時
30
分
〜
同
９
時　

②
２
月
20
日
㈯　

午
前
９
時

〜
午
後
８
時

理
由　

①
シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
の
た
め
。　

②
市
役
所

が
電
気
設
備
点
検
に
よ
り
停

電
に
な
る
た
め
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
☎

30-

６
１
１
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

22-

１
３
９
８
番
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彦
根
市
立
病
院

新
改
革
プ
ラ
ン
（
素
案
）

彦
根
市
既
存
建
築
物

耐
震
改
修
促
進
計
画

（
改
定
素
案
）

彦
根
市
立
幼
稚
園
・

保
育
所
施
設
整
備
計
画

（
素
案
）

内
容　

国
は
、
公
立
病
院
改
革
を

推
進
す
る
た
め
、
平
成
27
年
３

月
31
日
に
「
新
公
立
病
院
改
革

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
示
し
、
自

治
体
病
院
を
持
つ
地
方
公
共
団

体
に
対
し
て
、
平
成
27
年
度
ま

た
は
同
28
年
度
の
う
ち
に
新
改

革
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
よ
う
通

知
し
ま
し
た
。

　
　

そ
こ
で
、
市
で
は
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
沿
っ
て
、
経
営
の
効
率

化
、
再
編
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、

経
営
形
態
の
見
直
し
に
加
え
、

新
た
に
、
県
が
定
め
ら
れ
る
地

域
医
療
構
想
を
踏
ま
え
た
役
割

の
明
確
化
を
示
し
た
新
改
革
プ

ラ
ン
を
策
定
し
ま
す
。

素
案
の
公
開
場
所　

市
立
病
院
病

院
総
務
課
病
院
経
営
推
進
室

内
容　

本
市
は
、
平
成
19
年
度
に

彦
根
市
既
存
建
築
物
耐
震
改
修

促
進
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
は
、
既
存
建
築
物
の

（
市
立
病
院
３
階
）、
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
１
階
）、
支

所
、各
出
張
所
、彦
根
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
彦
根
市
立
病
院
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

素
案
公
開
と
意
見
提
出
の
期
間

　

２
月
１
日
㈪
〜
３
月
１
日
㈫

（
提
出
は
最
終
日
必
着
）

提
出
方
法　

市
立
病
院
病
院
総
務

課
病
院
経
営
推
進
室
に
直
接
お

持
ち
い
た
だ
く
か
、
郵
送
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
立
病

院
病
院
総
務
課
病
院
経
営
推
進

室
（
〒
５
２
２-

８
５
３
９　

八
坂

町
１
８
８
２
）
☎
22-

６
０
５
０

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

０
７
５
４
番
、

Ｅ
メ
ー
ルinfo@

m
unicipal-

hp.hikone.shiga.jp
地
震
に
対
す
る
安
全
性
を
向
上

さ
せ
、
建
築
物
の
耐
震
化
を
計

画
的
か
つ
重
点
的
に
推
進
し
、

災
害
へ
の
備
え
あ
る
安
全
で
安

心
な
地
域
社
会
づ
く
り
を
目
指

す
た
め
の
も
の
で
す
。

　
　

建
築
物
の
耐
震
化
を
促
進
す

る
た
め
、
平
成
25
年
11
月
に
法

律
が
改
正
さ
れ
、
規
制
が
強
化

さ
れ
ま
し
た
。

　
　

そ
こ
で
、
現
状
の
耐
震
化
率

の
検
証
を
行
っ
た
上
で
、
耐
震

化
率
の
目
標
を
定
め
、
更
な
る

建
築
物
の
耐
震
化
を
推
進
す
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
現
在
の
計

画
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

素
案
の
公
開
場
所　

建
築
指
導

課
（
市
役
所
２
階
）、
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
１
階
）、
支

所
、
各
出
張
所
、
彦
根
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

素
案
公
開
と
意
見
提
出
の
期
間　

　

２
月
１
日
㈪
〜
３
月
１
日
㈫　

（
提
出
は
最
終
日
必
着
）

提
出
方
法　

建
築
指
導
課
に
直

接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

建
築

指
導
課
（
〒
５
２
２-

８
５
０
１　

元
町
４-

２
）
☎
30-

６
１
２
５

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

８
５
１
７
番
、

内
容　

市
立
幼
稚
園
・
保
育
所
は
、

老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
今
後
、

施
設
の
整
備
・
更
新
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、

幼
稚
園
の
定
員
割
れ
と
保
育
所

待
機
児
童
の
解
消
を
念
頭
に
入

れ
た
、
効
率
的
で
効
果
的
な
施

設
整
備
を
行
う
た
め
、
本
計
画

を
策
定
し
ま
す
。

素
案
の
公
開
場
所　

幼
児
課

（
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
）、
情
報
公

開
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
１
階
）、支

　紛争や貧困のために教育を受けられないままに大人
になった人や、学校を中途退学せざるをえない子ども
が「学びの場＝寺子屋」で読み書きや計算などを学べ
るように、教育のチャンスを支援する活動です。
　書き損じはがきや未使用のはがきを寄付することで、
52 円はがき 1 枚当たり 47 円の募金になります。こ
れらのはがきや募金は、日本ユネスコ協会連盟を通じ
て、発展途上国への教育支援に役立てます。
　書き損じや未使用のはがきがありましたら、回収ポ
ストにお持ちください。
回収ポスト設置期限
　2 月 29 日㈪まで
回収ポスト設置場所　市役所（1 階の総合案内）、教育

委員会事務局、市立図書館、市内の各地区公民館、

市内各小中学校など
問い合わせ先　彦根ユネスコ協会事務局（ 教育委員会

生涯学習課内）☎ 24-7974、FAX23-9190

ユネスコ世界寺子屋運動　書き損じはがき回収運動

複十字シール
募金運動の結果

昨年 11 月から年末
にかけて、結核を予防
する事業の推進のため
に、複十字シール募金
運動を行いました。

ご協力ありがとうご
ざいました。

▶シール封筒組み合わせ　353 組
▶募金総額　81,386 円

問い合わせ先　 健康推進課☎ 24-
0816、FAX24-5870

●

意
見
公
募
手
続
制
度

意
見
公
募
手
続
制
度

意
見
公
募
手
続
制
度

意
見
公
募
手
続
制
度

ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

所
、
各
出
張
所
、
彦
根
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

素
案
公
開
と
意
見
提
出
の
期
間　

　

２
月
10
日
㈬
〜
３
月
10
日
㈭　

（
提
出
は
最
終
日
必
着
）

提
出
方
法　

幼
児
課
に
直
接
お

持
ち
い
た
だ
く
か
、
郵
送
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

幼
児

課
（
〒
５
２
２-

０
０
４
１　

平
田

町
６
７
０
）
☎
23-

９
５
９
７
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
８
番
、
Ｅ

メ
ー
ルjidokatei@

m
a.city.

hikone.shiga.jp

Ｅ
メ
ー
ルkenchikushido@

m
a.city.hikone.shiga.jp

▲市役所総合案内に設置している回収ポスト

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意

見
な
ど
は
、
こ
れ
に
対
す
る

彦
根
市
の
考
え
方
と
と
も
に

整
理
し
た
上
で
、
彦
根
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表

し
ま
す
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意

見
に
対
し
て
、
個
別
に
回
答

は
し
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

新
市
民
体
育
セ
ン
タ
ー

整
備
基
本
計
画
案（
中
間
報

告
）

意
見
公
募
手
続
制
度

結
果
の
お
知
ら
せ

案の修正を行うもの 　10件
案の修正を行わないもの　32件
その他   　22件

問い合わせ先　 公有財産管理
室 ☎ 30-6114、FAX30-
6147

公共施設等総合管理計画（素案）

内
容　

市
で
は
新
市
民
体
育
セ
ン

タ
ー
の
整
備
に
つ
い
て
、
委
員

会
を
設
置
し
て
検
討
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
検
討
内
容
を

公
表
し
ま
す
。

公
開
場
所　

保
健
体
育
課
（
市

民
会
館
２
階
）、
市
民
体
育
セ
ン

タ
ー
、情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
（
市

役
所
１
階
）、
支
所
、
各
出
張
所
、

彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

公
開
と
意
見
提
出
の
期
間　

　

２
月
１
日
㈪
〜
同
19
日
㈮　

（
提
出
は
最
終
日
必
着
）

提
出
方
法　

保
健
体
育
課
ま
た

は
市
民
体
育
セ
ン
タ
ー
に
直
接

お
持
ち
い
た
だ
く
か
、郵
送
、Ｆ

Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

保

健
体
育
課
（
〒
５
２
２-

０
０
０

１　

尾
末
町
１-

38
）
☎
24-

７

９
７
５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
１

９
０
番
、
Ｅ
メ
ー
ルhotai@

m
x.hikone.ed.jp
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この社会　あなたの税が
市・県民税の申告

税務課市民税係（市役所２階）
☎ 30-6140

２
／
16
㈫
〜
３
／
15
㈫

期
限
が
近
づ
く
と
、
窓
口
が
た
い
へ
ん
混
雑
し

ま
す
。
早
め
に
申
告
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

市
・
県
民
税
と
所
得
税

お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
申
告

いきている

所得税の確定申告
彦根税務署（立花町 5-20）

☎ 22-7640【自動音声案内】

申
告
の
ご
案
内

　

市
・
県
民
税
の
申
告

が
必
要
と
思
わ
れ
る
人

に
は
、「
申
告
の
ご
案

内
」を
郵
送
し
ま
す
。申

告
書
は
、
申
告
の
受
付

会
場
に
用
意
し
て
い
ま

す
の
で
、
そ
の
場
で
作

成
で
き
ま
す
。
事
前
に

申
告
書
が
必
要
な
場
合

は
、
税
務
課
（
市
役
所

２
階
）
に
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
申
告
受
付
を
左
の
日
程
で
行

い
ま
す
。
「
申
告
の
ご
案
内
」
の
送
付
が

な
か
っ
た
人
で
も
、
申
告
が
必
要
な
場
合

は
最
寄
り
の
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
（
以

下
、
所
得
税
と
い
う
）
の
確
定
申
告
（
こ
の
ペ

ー
ジ
下
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）
を
す
る
人
は
、

市
・
県
民
税
の
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

営
業
・
農
業
・
不
動
産
所
得
の
あ
る
人

は
、「
収
支
内
訳
書
」
が
必
要
で
す
。
事
前

に
作
成
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
告
に
必
要
な
も
の

▼︎
「
申
告
の
ご
案
内
」

▼︎
印
鑑

▼︎
平
成
27
年
中
の
所
得
が
明
ら
か
に
な
る

書
類
（
源
泉
徴
収
票
、
支
払
調
書
な
ど
）

▼︎
営
業
・
農
業
・
不
動
産
所
得
の
「
収
支

内
訳
書
」

▼︎
所
得
控
除
の
対
象
と
な
る
も
の
に
関
す

る
書
類
（
医
療
費
、
雑
損
控
除
の
対
象
と
な
る

各
種
領
収
書
や
証
明
書
お
よ
び
医
療
費
の
明
細
書
、

生
命
保
険
料
や
地
震
保
険
料
な
ど
の
控
除
証
明
書
、

国
民
年
金
保
険
料
・
国
民
健
康
保
険
料
・
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
・
介
護
保
険
料
の
支
払
証
明
書
、

寄
附
金
の
領
収
書
な
ど
）

▼︎
配
偶
者
（
特
別
）
控
除
を
受
け
る
人
は
、

配
偶
者
の
所
得
が
確
認
で
き
る
書
類
な

ど
▼︎
身
体
障
害
者
な
ど
の
人
は
、
障
害
者
手

帳
な
ど

　

年
金
所
得
者
の
確
定
申
告
な
ど
、
簡
易

な
所
得
税
の
申
告
も
受
け
付
け
ま
す
。
た

だ
し
、
次
に
該
当
す
る
人
は
、
必
ず
税
務

署
が
開
設
す
る
申
告
会
場
（
商
工
会
議
所
４

階
）
で
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼︎
所
得
税
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を

受
け
る
人

▼︎
譲
渡
所
得
（
株
式
譲
渡
、
不
動
産
譲
渡
な

ど
）
が
あ
る
人

▼︎
青
色
申
告
を
す
る
人

▼︎
初
め
て
事
業
所
得
を
申
告
す
る
人

▼︎
税
務
署
か
ら
申
告
書
が
送
付
さ
れ
た
人

▼︎
住
宅
耐
震
改
修
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改

修
・
省
エ
ネ
改
修
な
ど
の
特
別
控
除
を

受
け
る
人

ご
注
意
く
だ
さ
い

▼︎
国
民
年
金
保
険
料
の
控
除
を
受
け
る
場

合
は
、
控
除
証
明
書
が
必
要
で
す
。
郵

送
さ
れ
な
い
場
合
な
ど
は
、
彦
根
年
金

事
務
所
（
☎
23-

１
１
１
４
番
）
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼︎
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、「
医

療
費
の
明
細
書
」
を
申
告
書
に
添
付
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
作
成
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

▼︎
確
定
申
告
を
す
る
場
合
、
彦
根
市
で
は

申
告
書
（
控
）
に
受
付
印

を
押
す
こ
と
や
、
持
ち
込

み
の
申
告
書
に
印
字
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

所
得
税
は
、
納
税
者

自
身
が
１
年
間
の
所
得

と
税
額
を
計
算
し
、
申

告
・
納
付
す
る
し
く
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

確
定
申
告
が
必
要
な

人
で
、
期
限
ま
で
に
申

告
を
し
な
か
っ
た
り
、

誤
っ
た
申
告
を
し
た
り

す
る
と
、
延
滞
税
や
加

算
税
が
か
か
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

申
告
会
場
は

彦
根
商
工
会
議
所
で
す

　

確
定
申
告
期
間
中
の
申
告
会
場
は
、
昨

年
と
同
じ
く
彦
根
商
工
会
議
所
４
階
で
す
。

彦
根
税
務
署
に
は
申
告
会
場
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

開
設
期
間　

２
月
15
日
㈪
〜
３
月
15
日

㈫
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

開
設
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
会
場
の
都
合
に
よ
り
、
午
後
４
時
ま

で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
彦
根
税
務
署
で
は
、
作
成
済
み
の
申

告
書
な
ど
の
受
付
、
納
税
、
納
税
証

明
書
の
交
付
の
み
行
い
ま
す
。

公
的
年
金
等
を
受
給
し
て
い
る

人
の
確
定
申
告
の
手
続
き
が
変

更
に
な
っ
て
い
ま
す

　

平
成
23
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、
公

的
年
金
な
ど
に
係
る
雑
所
得
が
あ
る
人

で
、「
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が
４
０

０
万
円
以
下
」
か
つ
「
公
的
年
金
等
に

係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万

円
以
下
」
に
該
当
す
る
場
合
、
所
得
税

の
確
定
申
告
書
の
提
出
が
不
要
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

還
付
が
あ
る
場
合
は
、
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
彦
根

税
務
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
確
定
申

告
が
不
要
の
場
合
で
も
、
市
・
県
民
税

申
告
は
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
定
申
告
を

　

彦
根
税
務
署
の
申
告
会
場
は
、
た
い
へ

ん
混
雑
し
ま
す
。
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.nta.go.jp

）
の
「
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
し
て
確
定
申

告
書
な
ど
を
作
成
し
、
プ
リ
ン
タ
で
印
刷

し
て
郵
送
な
ど
で
提
出
す
れ
ば
、
自
宅
で

簡
単
に
申
告
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、「
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
（
電
子
申
告
）」
を
利
用
し
て
提
出

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」で
は
、

画
面
の
案
内
に
従
っ
て
金
額
な
ど
を
入
力

す
る
と
、
税
額
な
ど
が
正
し
く
計
算
さ
れ
、

計
算
誤
り
の
な
い
確
定
申
告
書
や
青
色
申

告
決
算
書
な
ど
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

税
理
士
に
よ
る
相
談
会

　

税
理
士
に
よ
る
相
談
会
が
次
の
と
お
り

開
設
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
稲
枝
商
工
会
館
会
場

開
設
日　

２
月
22
日
㈪

時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

　
　
　

午
後
１
時
〜
同
４
時

▼
ビ
バ
シ
テ
ィ
彦
根
会
場

開
設
日　

２
月
23
日
㈫
〜
同
25
日
㈭

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

　
　
　

午
後
１
時
〜
同
４
時

場
所　

２
階
第
１
研
修
室

※
入
場
は
、
い
ず
れ
も
午
後
３
時
ま
で

主
催　

彦
根
納
税
協
会
☎
22-

２
８
３
６

番

確
定
申
告
が
必
要
な
人
は

①
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
が
あ

る
人
、
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
人
で
、

　

平
成
27
年
分
の
各
種
所
得
金
額
の
合

計
額
か
ら
基
礎
控
除
や
、
そ
の
他
の

所
得
控
除
を
差
し
引
き
、
そ
の
金
額

に
基
づ
い
て
計
算
し
た
税
額
か
ら
配

当
控
除
額
を
差
し
引
い
て
、
な
お
残

額
の
あ
る
人

②
給
与
所
得
の
あ
る
人
で
、

（ア）
給
与
の
年
収
が
２
千
万
円
を
超
え
る

人
（イ）
給
与
を
１
か
所
か
ら
受
け
て
い
て
、

給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
各
種

所
得
金
額
の
合
計
額
が
20
万
円
を
超

え
る
人

（ウ）
給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
受
け
て
い

て
、
年
末
調
整
を
さ
れ
な
か
っ
た
給

与
の
収
入
金
額
と
、
給
与
所
得
や
退

職
所
得
以
外
の
各
種
所
得
金
額
と
の

合
計
額
が
20
万
円
を
超
え
る
人

※
例
外
も
あ
る
の
で
、
詳
し
く
は
税
務

署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
給
与
所
得
者
で
医
療
費
控
除
、
住
宅

借
入
金
等
特
別
控
除
な
ど
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
人
は
、
源
泉
徴
収
さ

れ
た
税
金
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の

申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

2月16日㈫
〜

2月19日㈮

2月16日㈫
〜

3月15日㈫

2月22日㈪

2月24日㈬

2月26日㈮

3月 1日㈫

3月14日㈪

3月10日㈭
3月11日㈮

9：00～12：00
13：00～16：00

9：00～12：00
13：00～16：00

9：00～12：00
13：00～16：00

9：00～12：00
13：00～16：00

9：00～12：00
13：00～16：00

9：00～12：00
13：00～17：00

9：00～12：00

13：00～16：00

土・日曜日と、平日の12：00～13：00は
受付できません。

① N

稲枝支所

南老人福祉　
センター●

ＪＡ●

みずほ　
文化センター●

　稲枝地区
●公民館

文
稲枝中学校

⑤

N

鳥居本地
区公民館　文

鳥居本小国
道
８
号

中
　
山
　
道

名
神
高
速
道
路

（鳥居本出張所）

② N

直
売
所
●

文
亀山小学校保育園

亀山出張所

河瀬地区公民館

靴店●

文
河瀬小学校

国
道
８
号（河瀬出張所）

N③

＜申告受付日程＞

N

高宮地域
文化センター

銀行●

●高宮郵便局

●消防団
　車庫

国
道
８
号

中
　
山
　
道

（高宮出張所）

④

月 日 会 場

稲 枝 支 所
（右図①）

稲 枝 支 所
（右図①）

　 税 務 課
（市役所2階）

亀山出張所
（右図②）

河 瀬 地 区
公 民 館

（右図③）

鳥居本地区
公 民 館

（右図⑤）

高 宮 地 域
文化センター

（右図④）

受付時間

月 日 会 場 受付時間

市民会館 市役所

郵便局

商工会議所

城東
小学校

市民会館

NTT

彦根税務署
彦
根
城
へ
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▼︎
第
１
回　

２
月
12
日　

▼︎
第
２

回　

２
月
26
日　

い
ず
れ
も
金
曜

日
の
午
後
１
時
30
分
〜
同
３
時
30

分　
〈
場
所
〉

男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」（
平
田
町
）

会
議
室　
〈
対
象
〉
市
内
に
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
40
歳
以
上
で
原
則
、

両
方
の
講
座
に
参
加
で
き
る
人　

 

〈
定
員
〉
20
人 

（
先
着
順
）　 

〈
費

用
〉
受
講
料
各
３
０
０
円
。
材
料

費
３
０
０
円
（
第
１
回
の
み
）　
〈
託

児
〉
０
歳
〜
就
学
前
※
１
人
１
回

３
０
０
円
（
要
予
約
）　
〈
申
込
開

始
日
時
〉
２
月
３
日
㈬
午
前
９
時　

〈
持
ち
物
〉▼︎
第
１
回　

カ
ッ
タ
ー
、

カ
ッ
タ
ー
板
、
糊
、
ハ
ン
カ
チ
な

ど
の
手
を
拭
く
も
の　

▼︎
第
２
回　

動
き
や
す
い
服
装
、
水
筒
、
バ
ス

タ
オ
ル
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
（
カ
ッ
タ
ー
、

カ
ッ
タ
ー
板
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
が
無
い
人

は
貸
し
出
し
ま
す
）　
〈
申
込
・
問
い

合
わ
せ
先
〉

男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

３
５
２
９
番　

※
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
ま
た
は
直
接
窓
口
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

一
部
の
高
齢
者
は

障
害
者
控
除
が
受
け
ら
れ

ま
す

口市
介
護
福
祉
課

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を

持
っ
て
い
な
い
人
で
も
、
福
祉
事

務
所
長
が
次
の
①
〜
③
の
条
件
を

全
て
満
た
す
と
認
定
す
れ
ば
、
所

得
税
や
市
・
県
民
税
の
障
害
者
控

除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

認
定
の
条
件

①
市
内
に
住
所
が
あ
る
65
歳
以
上

の
人

②
介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て
い

る
人

③
医
師
の
診
断
な
ど
で
、
中
等
度

以
上
の
認
知
症
の
症
状
が
認
め

ら
れ
る
人
。
ま
た
は
身
体
的
な

理
由
で
ほ
ぼ
一
人
で
外
出
を
せ

ず
、
日
常
生
活
上
で
介
助
が
必

要
な
人

申
請
方
法

本
人
の
介
護
保
険
被
保
険
者
証

と
申
請
者
（
本
人
ま
た
は
家
族
）
の

印
鑑
を
持
っ
て
、

介
護
福
祉
課

に
来
て
く
だ
さ
い
。
申
請
後
、
10

日
ほ
ど
で
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

介
護
福
祉
課

☎
23-

９
６
６
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

26-

１
７
６
８
番

平
成
28
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
る

市
・
県
民
税
の
改
正
点

口市
税
務
課

寄
附
金
税
額
控
除
（
ふ
る
さ
と
納
税
）

の
拡
充

①
特
例
控
除
額
限
度
額
の
引
き
上
げ

　

特
例
控
除
額
の
控
除
限
度
額
が
、

個
人
住
民
税
所
得
割
の
１
割
か
ら

２
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

②
ふ
る
さ
と
納
税
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

特
例
制
度
の
創
設

　

確
定
申
告
が
不
要
な
給
与
所
得

者
な
ど
が
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
し

た
場
合
に
、
申
告
を
行
わ
な
く
て

も
税
の
軽
減
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
詳
し
く
は
、
広

報
ひ
こ
ね
平
成
27
年
12
月
１
日
号

７
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
（
天
引

き
）
制
度
の
見
直
し

①
転
出
・
税
額
変
更
が
あ
っ
た

場
合
の
特
別
徴
収
の
継
続

　

現
行
制
度
で
は
、
市
外
へ
転
出

し
た
り
、
年
金
特
別
徴
収
税
額
が

変
更
に
な
っ
た
り
し
た
場
合
は
、

特
別
徴
収
を
停
止
し
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
10
月
１
日

以
降
は
、
一
定
の
要
件
の
下
、
特

別
徴
収
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

②
年
間
の
特
別
徴
収
税
額
の
平
準
化

　

今
回
の
改
正
で
、
平
成
29
年
４

月
以
降
の
１
回
当
た
り
の
仮
徴
収

税
額
（
４
月
分
、
６
月
分
、
８
月
分
）

が
、
前
年
度
の
年
税
額
の
６
分
の

１
に
相
当
す
る
額
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
本
徴
収
税
額
（
10

月
分
、
12
月
分
、
２
月
分
）
と
仮
徴
収

税
額
が
平
準
化
さ
れ
ま
す
。

公
的
年
金
等
に
か
か
る
所
得
税
の

確
定
申
告
不
要
制
度
の
改
正

　

平
成
27
年
分
以
降
の
所
得
税
に

つ
い
て
、
外
国
で
支
払
わ
れ
る
年

金
（
源
泉
徴
収
の
対
象
と
な
ら
な
い
公

的
年
金
）
は
、所
得
税
の
確
定
申
告

不
要
制
度
を
適
用
し
な
い
こ
と
と

さ
れ
ま
し
た
。

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
適
用

期
間
の
延
長

　

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
居

住
適
用
期
限
が
、
平
成
31
年
６
月

30
日
ま
で
に
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
☎

30-

６
１
４
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番 

町
）　
〈
対
象
〉
小
学
校
１
〜
３
年

生
（
保
護
者
同
伴
）　
〈
定
員
〉
10
人

（
先
着
順
）　
〈
費
用
〉
１
人
３
０
０

円　
〈
申
込
開
始
日
時
〉２
月
13
日

㈯　

午
前
8
時
30
分
〜　
〈
申
込
・

問
い
合
わ
せ
先
〉

子
ど
も
セ
ン

タ
ー
☎
28-

３
６
４
５
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
28-

３
６
４
６
番　

※
電
話
か

直
接
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

多
国
籍
料
理
教
室

本
場
の
タ
イ
料
理
を
作
ろ
う

〈
内
容
〉
タ
イ
人
の
講
師
と
、本
場

の
料
理（
タ
イ
風
カ
レ
ー
や
春
雨
サ
ラ

ダ
な
ど
）
を
作
り
な
が
ら
、タ
イ
の

食
生
活
や
文
化
に
親
し
む
教
室
で

す
。　
〈
日
時
〉２
月
27
日
㈯　

午

前
10
時
〜
午
後
１
時　
〈
場
所
〉

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ

ズ
」（
平
田
町
）
調
理
実
習
室　
〈
対

象
〉
市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
人　

〈
定
員
〉
16
人
（
先
着
順
）　
〈
費
用
〉

１
、０
０
０
円　
〈
申
込
期
間
〉
２

月
１
日
㈪
〜
同
15
日
㈪　
〈
持
ち

物
〉
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き

楽
し
い
ラ
フ
タ
ー
ヨ
ガ

〈
内
容
〉
ラ
フ
タ
ー
ヨ
ガ
は
、ヨ
ガ

の
呼
吸
法
と
笑
う
こ
と
を
組
み
合

わ
せ
た
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
す
。
難

し
い
ポ
ー
ズ
は
な
く
、
楽
し
い
こ

と
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
体
を
動
か

す
こ
と
で
、
心
身
と
も
に
解
放
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。〈
日
時
〉

２
月
11
日
（
木
・
祝
）　

午
後
１
時
30

分
〜
同
３
時　
〈
場
所
〉

子
ど

も
セ
ン
タ
ー
（
日
夏
町
）
多
目
的
室　

〈
対
象
〉
５
歳
〜
小
学
生
と
そ
の

保
護
者　
〈
定
員
〉
20
組
（
先
着
順
）　

〈
費
用
〉
１
組
２
０
０
円　
〈
申
込

開
始
日
時
〉
2
月
６
日
㈯
午
前
8

時
30
分　
〈
持
ち
物
〉
筆
記
用
具
、

動
き
や
す
い
服
装
、
上
靴
、
飲
み

物　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
☎
28-

３
６
４

５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
28-

３
６
４
６
番　

※
電
話
か
直
接
窓
口
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

ウ
ィ
ズ
粋い

き

イ
キ
講
座　

〈
内
容
〉自
分
ら
し
く
元
気
に
生
き

て
い
く
た
め
の
情
報
や
ヒ
ン
ト
が

見
つ
け
ら
れ
る
講
座
で
す
。
▼︎
第

１
回
〈
切
り
絵
体
験
〉
画
用
紙
と

和
紙
を
使
っ
た
切
り
絵
作
品
を
作

り
ま
す
。
▼︎
第
２
回
〈
自じ

彊き
ょ
う

術
じ
ゅ
つ

体
験
〉
東
洋
医
学
を
基
に
あ
ん
摩

整
体
の
要
素
を
取
り
入
れ
た
自
彊

術
を
体
験
し
ま
す
。　
〈
日
時
〉

お
母
さ
ん
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

〈
内
容
〉
毎
日
忙
し
い
お
母
さ
ん

の
た
め
に
、
少
し
だ
け
子
ど
も
と

離
れ
て
、
美
と
健
康
を
テ
ー
マ
に

し
た
講
座
を
行
い
ま
す
。
簡
単
な

ヨ
ガ
で
体
を
動
か
し
て
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。　
〈
日
時
〉

２
月
17
日
㈬　

午
前
10
時
〜
同
11

時
30
分　
〈
場
所
〉
子
ど
も
セ
ン

タ
ー
（
日
夏
町
）
多
目
的
室　
〈
対

象
〉
平
成
23
年
４
月
２
日
〜
同
27

年
８
月
31
日
生
ま
れ
の
子
ど
も
が

い
る
保
護
者　
〈
定
員
〉
20
人
（
先

着
順
）　
〈
費
用
〉
２
０
０
円　
〈
申

込
期
間
〉
２
月
５
日
㈮
〜
同
12
日

㈮
の
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
５
時　

〈
持
ち
物
〉
動
き
や
す
い
服
装
、飲

み
物
、
バ
ス
タ
オ
ル
な
ど　
〈
託

児
〉
無
料
（
人
数
に
限
り
が
あ
る
の
で
、

申
込
時
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
）　
〈
申

込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
子
ど
も
セ

ン
タ
ー
☎
28-

３
６
４
５
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
28-

３
６
４
６
番　

※
電
話

か
直
接
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

小
学
校
低
学
年
対
象

ジ
ュ
ニ
ア
天
文
ク
ラ
ブ

〈
内
容
〉
月
の
観
測
を
中
心
に
、初

歩
の
天
文
の
話
を
し
ま
す
。　
〈
日

時
〉
２
月
21
日
㈰　

午
後
４
時

〜
同
５
時　

※
雨
天
決
行　
〈
場

所
〉

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
（
日
夏

ん　
〈
託
児
〉
無
料
（
人
数
に
限
り
が

あ
る
の
で
、
申
込
時
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
）　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

人
権
政
策
課
☎
30-

６
１
１
３
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
24-
８
５
７
７
番　

※
電

話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

事
前
予
約
の
受
付

高
齢
者
・
障
害
者
な
ん
で
も

相
談
会

〈
内
容
〉
生
活
で
困
っ
て
い
る
こ

と
や
将
来
の
不
安
に
つ
い
て
、
弁

護
士
、
司
法
書
士
、
社
会
福
祉
士

な
ど
の
専
門
職
が
相
談
に
応
じ
る

相
談
会
の
事
前
予
約
を
受
け
付
け

ま
す
。（
相
談
日
当
日
は
先
着
順
で
受

け
付
け
ま
す
）　
〈
日
時
〉
３
月
５
日

㈯　

午
後
１
時
30
分
〜
同
４
時
30

分
（
受
付
は
午
後
４
時
ま
で
）　
〈
場

所
〉

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
平
田
町
）　

〈
対
象
〉
高
齢
者
、障
害
者
と
そ
の

家
族
な
ど　
〈
事
前
予
約
枠
〉６
枠

（
先
着
順
）　
〈
費
用
〉
無
料　
〈
申
込

開
始
日
〉
２
月
５
日
㈮　

午
前
８

時
30
分
〜　
〈
申
込
・
問
い
合
わ

せ
先
〉
彦
根
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
22-

２
８
２
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

２
８
４
１
番

道路や住宅街などで、たばこの吸い殻や空き缶な
どのポイ捨てをよく見かけます。誰かがポイ捨てを
した場所は、さらにポイ捨てが増えてしまう傾向が
あり、見た目だけでなく、環境にも悪い影響をあた
えます。

また、食べ物などの生ごみを捨てると、野良猫や
野生動物などを呼び寄せる原因になります。

さらに、たばこのポイ捨ては、まちの景観を損ね
るだけでなく、火災の原因にもなり、たいへん危険
です。昨年、彦根市では吸い殻が原因と思われる火
災が 3 件も発生しています。

たばこやごみのポイ捨ては、一人ひとりのマナー
の問題です。
「私一人くらいなら…」「みんなもポイ捨てしてる

やん」と思っていては、ポイ捨ては無くなりません。

「私だけでもしないでおこう」「みんなもちゃんと処
分してるやん」と意識を変えることが必要です。

自分たちのごみは持ち帰り、きちんと分別して適
切に処分しましょう。
問い合わせ先　 生活環境課☎ 30-6116、FAX27-

0395

　「まちを大切にする心」

▲講師による切り絵作品

▶︎
た
ば
こ
の
吸
い
殻
が
原
因
と
思
わ
れ

る
火
災
で
焼
け
た
土
手
の
斜
面



142016・2・115 2016・2・1

市職員を募集します

試験日　2月28日㈰
▶採用予定日は
　平成28年4月１日です。

薬剤師の免許を有する人（取得
見込みを含む）※薬剤師 2人

薬剤師の免許を有する人※薬剤師
（有資格者） 若干人

診療放射線技師の免許を有する
人（取得見込みを含む）診療放射線技師 1人

昭和55年４月２日
以降に生まれた人

診療情報管理士
（有資格者） 1人

診療情報管理士の資格を有し、
医療事務の経験が3年以上ある
人

昭和30年４月２日
以降に生まれた人

受験申込書などの配布場所、受験の申し込み、問い合わせ先
　市立病院事務局職員課（市立病院３階）
　☎22-6050（内線3516）、FAX26-0754、Eメールsyokuinka@municipal-hp.hikone.shiga.jp

受付期限　
　2月15日㈪
　持参による受付は、受付期限までの8：30～17：15（土・日曜日、祝日は除く）
　郵送の場合は、2月15日㈪までの消印有効

※同年度中に受験できるのは1回限りです。

職　　種 受　験　資　格人数 試験日など
彦根市赤十字奉仕団　団員募集

彦根市赤十字奉仕団は、赤十字の人道・博愛の精神のもと明る
く住みよい社会を築くために、さまざまな活動を行っているボラ
ンティア組織です。

主な活動は、学区分団ごとに地域での声かけ、清掃、慰問活動、
災害時の救護・炊き出しなどです。

男女問わず、あなたの力を地域活動に役立ててみませんか。　
申込・問い合わせ先　日本赤十

字社滋賀県支部彦根市地区事
務局（ 出納室内）☎ 30-6129、
FAX30-6146

※ 出納室（市役所 1 階）にある
登録票に記入し申し込んでく
ださい（随時受付）。活動費とし
て日赤社費年間 1,000 円以
上、奉仕団団費年間 500 円が
必要です。

「
ふ
る
さ
と
交
流
体
験
（
民
泊
）」　
と
は
？

　

県
外
の
子
ど
も
達
と
の
交
流
を
通
じ
、
伝
統

や
食
文
化
な
ど
を
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
に
し

た
、
教
育
旅
行
（
修
学
旅
行
な
ど
）
を
一
般
家
庭

で
受
け
入
れ
る
取
り
組
み
で
す
。

受
け
入
れ
家
庭
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
4
月
〜
９
月
の
期
間
で
子
ど
も
達

を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
け
る
家
庭
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

受
け
入
れ
家
庭
で
は
、
特
別
な
こ
と
を
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
あ
り
の
ま
ま
の
彦
根

の
暮
ら
し
」
を
子
ど
も
達
と
共
有
し
て
く
だ
さ

い
。
参
加
し
た
子
ど
も
達
は
、
カ
エ
ル
や
蛍
な

ど
の
生
き
物
に
触
れ
、
夜
は
家
庭
で
カ
ロ
ム
を

し
て
遊
ぶ
な
ど
、
大
都
市
で
は
味
わ
う
こ
と
の

で
き
な
い
彦
根
な
ら
で
は
の
思
い
出
を
た
く
さ

ん
作
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
受
け
入
れ
家
庭
の

皆
さ
ん
か
ら
は
「
子
ど
も
達
と
の
触
れ
合
い
で

元
気
が
で
た
」
と
感
想
を
聞
い
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
子
ど
も
達
と
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

受
け
入
れ
家
庭
の
研
修
会

　

こ
の
研
修
会
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
次

年
度
の
受
け
入
れ
が
義
務
化
さ
れ
た
り
、
受
け

入
れ
家
庭
と
し
て
登
録
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

内
容　

民
泊
受
け
入
れ
の
基
礎
知
識
の
講
義

日
時　

3
月
5
日
㈯
午
前
10
時
〜
同
11
時
30
分

場
所　

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
ひ
こ
ね
（
清
崎
町
）

講
師　

三
方
よ
し
！ 

近
江
日
野
田
舎
体
験　

専
門
員　

福
本
修
一
さ
ん

申
込
期
間　

2
月
1
日
㈪
〜
同
29
日
㈪

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

び
わ
こ
湖
東
路

観
光
協
議
会
（
彦
根
観
光
協
会
内
）
☎
23-

０
０
０
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
９
１
９
番

未
経
験
家
族
も
大
歓
迎

ふ
る
さ
と
交
流
体
験
（
民
泊
）
の
受
け
入
れ
家
庭
募
集
と
研
修
会

新
ご
み
処
理
施
設
建
設
候
補
地

公
募
説
明
会

〈
内
容
〉彦
根
愛
知
犬
上
地
域
新
ご

み
処
理
施
設
建
設
候
補
地
の
公
募

説
明
会
で
す
。
応
募
に
つ
い
て
の

全
体
の
流
れ
、
候
補
地
選
定
の
要

件
の
説
明
の
ほ
か
、
質
疑
応
答
を

行
い
ま
す
。　
〈
日
時
〉３
月
５
日

㈯　

午
後
２
時
〜
同
４
時（
受
付
は

午
後
１
時
15
分
〜
）　
〈
場
所
〉
豊
栄

の
さ
と
（
豊
郷
町
四
十
九
院
）
１
階

文
化
ホ
ー
ル　
〈
対
象
〉応
募
を
考

え
て
い
る
自
治
会
、
土
地
所
有
者

な
ど　
〈
申
込
期
限
〉
３
月
３
日

㈭
午
後
５
時　
〈
申
込
・
問
い
合
わ

せ
先
〉
彦
根
愛
知
犬
上
広
域
行
政

組
合
建
設
推
進
室
☎
35-

０
０
１

５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
35-

４
７
１
１
番　

※
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

華
道
＆
陶
芸

　in

荒
神
山

〈
内
容
〉湖
東
焼
き
の
先
生
の
指
導

で
花
器
を
作
り
ま
す
。
後
日
、
出

来
上
が
っ
た
花
器
を
使
い
華
道

の
体
験
を
し
ま
す
。（
片
方
だ
け
の

参
加
は
で
き
ま
せ
ん
）　
〈
日
時
〉
▼︎

陶
芸
体
験　

３
月
13
日
㈰　

午
前

10
時
〜
午
後
４
時　

▼︎
華
道
体
験　

４
月
24
日
㈰　

正
午
〜
午
後
４
時　

〈
集
合
場
所
〉

荒
神
山
自
然
の

家
（
日
夏
町
）　
〈
対
象
〉
20
〜
65
歳

の
人　
〈
定
員
〉
20
人
（
先
着
順
）　

〈
費
用
〉
５
千
円
（
２
日
分
の
材
料
代
、

３
月
13
日
㈰
の
昼
食
代
な
ど
を
含
み
ま

す
）　
〈
申
込
期
間
〉
２
月
２
日
㈫

〜
同
16
日
㈫　
〈
申
込
・
問
い
合
わ

せ
先
〉

荒
神
山
自
然
の
家
（
月

曜
日
は
休
館
）
☎
28-
１
８
７
１
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
28-

１
８
７
２
番　

※
電

話
か
、
①
住
所
②
氏
名
③
年
齢
④

電
話
番
号
を
書
い
て
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

平
成　28
年
度

市
民
会
館
舞
台
練
習
場

使
用
（
運
営
）
団
体

〈
参
加
資
格
〉
次
の
①
・
②
と
も
に

当
て
は
ま
る
団
体　

①
市
内
で
組

織
的
に
活
動
す
る
舞
台
芸
術
関
係

団
体
の
う
ち
年
１
回
以
上
、
市
内

の
施
設
で
練
習
の
成
果
発
表
を
行

う
こ
と
を
目
的
に
、
定
期
的
な
使

用
を
希
望
す
る
団
体
（
営
利
目
的
の

団
体
な
ど
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
）　

②

運
営
協
議
会
を
構
成
し
て
、
日
程

調
整
な
ど
の
運
営
に
携
わ
る
こ
と

が
で
き
る
団
体　
　
〈
申
込
期
間
〉

２
月
２
日
㈫
〜
同
16
日
㈫　

※

日
、
月
曜
日
お
よ
び
祝
日
は
休
み　

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

文
化

振
興
室
☎
23-

７
８
１
０
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
21-

３
０
８
０
番　

※
次
の

書
類
に
必
要
事
項
を
書
い
て

文

化
振
興
室
（
ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ

内
）に
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
▼︎

使
用
団
体
登
録
申
請
書　

▼︎
暴
力

団
の
排
除
に
係
る
誓
約
書
兼
同
意

書　

▼︎
団
体
員
の
名
簿　

▼︎
活
動

状
況
に
関
す
る
資
料
（
過
去
１
年

間
に
市
内
の
施
設
に
お
い
て
成
果
の
発

表
な
ど
を
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
も

の
の
添
付
が
必
要
）　

※
申
請
書
は

文
化
振
興
室
で
配
布
す
る
ほ
か
、

彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

平
成　28
年
度

県
政
モ
ニ
タ
ー

〈
内
容
〉
滋
賀
県
か
ら
お
願
い
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ
の
回
答
や
、

県
政
に
関
す
る
意
見
や
提
案
の
提

出
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。　
〈
委

嘱
期
間
〉
４
月
（
委
嘱
し
た
日
）
〜

平
成
29
年
３
月
31
日　
〈
対
象
〉平

成
28
年
４
月
１
日
時
点
で
、
次
の

①
〜
③
に
全
て
当
て
は
ま
る
人
①

県
内
に
在
住
の
18
歳
以
上
の
人
②

県
政
に
関
心
を
持
ち
モ
ニ
タ
ー
活

動
が
で
き
る
人
③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
て
サ
イ
ト
の
閲
覧
、

メ
ー
ル
や
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
が

で
き
る
人
（
携
帯
電
話
端
末
を
除
く
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
は
可
）　

※
議

員
、
常
勤
の
公
務
員
は
除
き
ま

す
。　
〈
定
員
〉
４
０
０
人
（
申
込

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）　
〈
申
込
期

限
〉２
月
12
日
㈮
午
後
５
時　
〈
申

込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

広
報
課

県
民
の
声
係
☎
０
７
７-

５
２
８-

３
０
４
６
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
７-

５

２
８-

４
８
０
４
番
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジhttp://w
w

w
.pref.shiga.lg.jp/

a/koho/m
onitor/　

※
「
し
が

ネ
ッ
ト
受
付
サ
ー
ビ
ス
」（https://

s-kantan.com
/pref-shiga-u/

）
か
ら

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▲陶芸に取り組む参加者

ある日のふるさと交流体験

1 日目（午後）　入村式→夕食作り→夕食→各家庭での交流・体験→就寝
2 日目（午前）　各家庭での交流・体験→昼食作り→昼食→離村式

◀
彦
根
市
防
災
訓
練
に
参
加
す
る
団
員
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※特に記載のないときは、事前申込は不要で、費用は無料です。

市内の公共施設などのバリアフリーに
関する情報はこちらまで
（http://www.city.hikone.shiga.jp/bfmap/）

※特に記載のないときは、事前申込は不要で、費用は無料です。

市内の公共施設などのバリアフリーに
関する情報はこちらまで
（http://www.city.hikone.shiga.jp/bfmap/）

場　　　　　所日　　　　時行　　事　　名 内 容 ・ 問 い 合 わ せ 先 等

市 立 図 書 館
（ 尾 末 町 ）
　 ☎22-0649
 FAX26-0300

2月13日㈯
14：00～

絵 本 を 楽 し む
つ ど い

絵本の読み聞かせ、手遊びなど
テーマに沿って本を紹介します。
ひこね児童図書研究グループ

ウ ィ ズ
お や こ 広 場

2月13日㈯
10：00～11：30

 男女共同参画センター
「 ウ ィ ズ 」
（　福祉センター前）
軽 運 動 室

乳幼児用の滑り台・ジャングルジム・ブランコなどの遊具
をそろえ、「室内ゆうえんち」を開園します。
対象：乳幼児、保護者
　男女共同参画センター「ウィズ」☎・FAX24-3529

稲 枝 ク ラ ブ
福 祉 演 芸 会

2月13日㈯
13：50～
（開場13：20）

みずほ文化センター
（ 田 原 町 ）
多 目 的 ホ ー ル

落語と漫才、着ぐるみでの大道芸が行われます。
定員：400 人（先着順。入場には整理券が必要です。入場
整理券は稲枝地区社会福祉協議会にあります）

整理券配布期限：2月12日㈮
出演：笑福亭喬楽（しょうふくていきょうらく）、コンチェルト、
サーデュオン
稲枝地区社会福祉協議会☎43-4020

高 宮 駅
コミュニティセンター
（ 高 宮 町 ）

絵手紙と自由な仲間の
コ ラ ボ 展

～4月13日㈬
8：30～17：30

絵手紙と書画を展示します。また、時期を変えてカルト
ナージュ、レザークラフト、かな書道などを展示します。
山田さん☎23-6664

ホテルニューオウミ
（近江八幡市鷹飼町）

湖 東・湖 北 地 域
障害者就職面接会

2月5日㈮
13：00～15：30
（受付12：30～15：00）

障害者を対象とした就職面接会です。彦根・長浜・東近
江方面に働く場所がある企業の担当者から、直接説明を
聞くことができます。
対象：各種障害者手帳を持っている人
持ち物：履歴書（JIS規格）複数枚、筆記用具、求職登
録している人は案内封筒またはハローワークカード
ハローワーク彦根☎22-2500、FAX26-5186

介護家族のつどい
「 ほ っ こ り 」

2月9日㈫
13：30～15：30

く す の き セ ン タ ー
（ 市 立 病 院 敷 地 内 ）
2階医療福祉推進ルーム

認知症などの家族を抱える介護者同士が、日頃の思いを共
有したり、情報交換などをしたりする会です。気軽にご参
加ください。
費用：200円（茶菓子代、初めて参加の人は無料）
　医療福祉推進課☎24-0828、FAX24-5870

街 中 サ ロ ン
2月10日㈬、
同27日㈯

10：00～15：00

minto　㈱川地工務店
（ 長 曽 根 南 町 ）

知的障害や発達障害のある人やその家族が、悩みなどを
話して情報交換をする場です。気軽に集まり、みんなで
交流しましょう。
NPO法人彦根育成会☎24-8624、ＦＡX49-3656

3月4日㈮、同11
日㈮、同18日㈮
10：30～11：00

わ ら べ う た で
遊 ぼ う ！

親子でわらべ歌を楽しみます（各回とも同内容）。
対象：0・1歳児と保護者
定員：各回15組（先着順）
申込開始日時：2月4日㈭
　10：00
申込方法：電話か窓口で
　申し込んでください。

彦根市精神障害者家族会
「 集 ま ろ う 会 」
講 演 会

2月16日㈫
13：30～16：00

　障害者福祉センター
（ 平 田 町 ）

精神障害者が地域で受けられる支援について、相談支援
事業所の支援員がお話しします。
　障害福祉課☎27-9981、FAX26-1767

住み慣れたまちで
安心して最期を迎える
住 民 の つ ど い

2月20日㈯
13：30～16：15
（受付13：00～）

多賀町総合福祉保健センター
（ 多 賀 町 多 賀 ）

在宅で看取りを経験した介護者、かかりつけ医、訪問看護
師などが、その実際を報告します。
定員：150人（先着順）
申込期限：2月10日㈬
申込方法：電話かFAXで申し込んでください。
　湖東健康福祉事務所☎21-0283、FAX26-7540

ひ こ ね で 朝 市 2月21日㈰
8：00～12：00

滋賀県護国神社境内
（ 尾 末 町 ）

「食の安全」「地産地消」「手作り」を掲げ、地場野菜、
豆腐、醤油、湖魚料理などを販売します。
ひこねで朝市実行委員会（ひこね市民活動センター内）
☎24-4461、Eメール hikonedeasaichi55@gmail.com

元気21歩こう会 2月21日㈰
13：30～15：30

く す の き セ ン タ ー
（ 市 立 病 院 敷 地 内 ）

ウォーキングの講習会です。体力測定で自分の体力を知り、
体力を維持・回復するためのポイントを学びます。
費用：100円（保険代など）
「ひこね元気クラブ21」事務局（　健康推進課内）
☎080-2944-4281、FAX24-5870　

第
31
回　

彦
根
市
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム

戦
後
70
年　

時
代
を
映
す
こ
と
ば
！

〜
男
女
平
等
を
求
め
て
〜

差別をなくし人権を尊ぶ彦根市青年集会

　「その言い方でいいの？」

　

職
場
で
、
家
庭
で
、
地
域
で
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
「
男
女
が
と

も
に
輝
く
共
同
参
画
社
会
」
を
築
く
た
め
の
き
っ
か
け
作
り
と
な
る

よ
う
な
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
す
。
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
28
日
㈰　

午
後
１
時
20
分
〜
同
３
時
30
分（
開
場　

同
１
時
）

場
所　

ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ
（
野
瀬
町
）
メ
ッ
セ
ホ
ー
ル

内
容

▼︎
実
行
委
員
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

▼︎
講
演　
「
歴
史
の
な
か
に
み
る
女
と
男
の
関
係
」

　

講
師　

源　

淳
じ
ゅ
ん

子こ

さ
ん
（
関
西
大
学
人
権
問
題
研
究
室
委
嘱
研
究
員
）

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　

日
本
で
一
般
的
だ
と
さ
れ
て
い
る
事
柄
に

隠
さ
れ
て
い
る
性
差
別
を
、
宗
教
の
視
点
か
ら
分
析
さ
れ
て
い

ま
す
。

申
込
期
間　

２
月
１
日
㈪
〜
同
24
日
㈬

託
児　

０
歳
〜
就
学
前
（
要
予
約
。
申
込
期
限
２
月
22
日
㈪
）

そ
の
他　

手
話
通
訳
が
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
ウ
ィ
ズ
」

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

３
５
２
９
番　

※
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ま
た
は
直

接
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　「ウザい」や「キモい」など「人を軽く見たり、傷つける言い方」
が次々に生まれてきています。
　これも言ってはダメ！ あれも言ってはダメ！ と極端すぎるのも
どうかと思うけど、誰か一人でも傷つける言い方なら言わないほう
がいいのかな？
　もう一度、自分が使っている言葉やものの言い方について、振り
返ってみましょう。

日時　２月 14 日㈰　9：30 〜 12：00（受付　9：00 〜）

場所　ひこね市文化プラザ（野瀬町）メッセホール
内容　パネルディスカッション、意見交流、寸劇
持ち物　筆記用具
託児　０歳〜就学前（要予約。申込期間 2 月 1 日㈪〜同 5 日㈮）

その他　手話通訳があります。
問い合わせ先　差別をなくし人権を尊ぶ彦根市青年集会実行委員会

事務局（ 人権教育課内）☎ 24-7976、FAX23-9190

▲昨年の実行委員によるオープニング

▲昨年の寸劇の様子

主催
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除雪のお願い
　消火栓や防火水槽が雪に埋もれた状態で火
災が発生すると、消火する水の確保に時間が
かかり、被害を最小限に食い止めることが難
しくなります。

消防署でも、消火栓などが雪で隠れないよ
うに除雪作業を行っていますが、市内に多数
設置している全てを除雪することはできませ
ん。
　地域で除雪を行うときは、
除雪した雪で消火栓などを
埋めないように注意してく
ださい。また、雪に埋もれ
た消火栓などがありました
ら除雪にご協力ください。

▼
交
差
点
ま
た
は
そ
の
付
近

交
差
点
に
進
入
せ
ず
、
道
路
の
左

側
に
寄
っ
て
、
一
時
停
止
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
一
般
の
道
路

緊
急
自
動
車
が
接
近
し
て
き
た
場

合
は
、道
路
の
左
側
に
寄
っ
て
、進

路
を
譲
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
狭
い
道
路

緊
急
自
動
車
の
通
行
に
支
障
が
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
自
転
車
走
行
中
や
歩
行
中

自
転
車
に
乗
っ
て
い
る
人
や
歩
道

の
な
い
道
路
を
歩
い
て
い
る
人
は
、

走
行
・
歩
行
を
止
め
進
路
を
譲
っ

て
く
だ
さ
い
。

消
防
車
や
救
急
車
な
ど
の
緊
急
車
両
は
、

一
刻
も
早
く
現
場
に
到
着
し
、
被
害
を
最

小
限
に
す
る
た
め
の
消
防
活
動
を
行
っ
た

り
、
怪
我
や
病
気
の
人
を
速
や
か
に
医
療

機
関
へ
搬
送
し
た
り
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、
道
路
の
右
側
部
分
に

車
体
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
は
み
出
し
て

通
行
す
る
こ
と
や
、
赤
信
号
の
交
差
点
に

進
入
で
き
る
こ
と
な
ど
の
特
例
が
、
法
律

で
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
緊
急
自
動
車
が
安
全
に
通
行

す
る
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
の
協
力
も
必
要

で
す
。
緊
急
自
動
車
が
接
近
し
て
き
た
場

合
は
、
左
の
よ
う
に
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

緊
急
車
両
の
走
行
に
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

ご
注
意
く
だ
さ
い

消
火
器
な
ど
の
不
適
切
な
訪
問
販
売
や
点
検

　

ま
た
、
緊
急
車
両
は
走
行
中
サ
イ
レ
ン

を
鳴
ら
す
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
た
め
、
夜
間
で
も
サ
イ
レ
ン
を
止

め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
サ
イ
レ
ン
音

に
つ
い
て
も
ご
理
解
を
願
う
と
共
に
、
円

滑
な
緊
急
走
行
の
た
め
に
も
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

一
般
家
庭
・
事
業
所
を
問
わ
ず
、
消
火

器
な
ど
の
訪
問
販
売
や
、
訪
問
点
検
に
よ

る
被
害
が
市
内
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

訪
問
業
者
は
言
葉
巧
み
に
消
火
器
な
ど

を
高
額
で
販
売
し
た
り
、
点
検
を
口
実
と

し
て
多
額
の
費
用
を
請
求
し
た
り
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
、

次
の
よ
う
な
言
葉
に
十
分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
「
消
防
の
方
か
ら
来
ま
し
た
」

あ
い
ま
い
な
言
い
方
で
消
防
職
員
や
市

職
員
を
装
う
。

▼
「
法
律
が
変
わ
り
、
一
般
の
家
庭
に
も

消
火
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
」

　

偽
り
の
説
明
で
購
入
を
促
す
。

▼
「
設
置
し
な
い
と
罰
せ
ら
れ
ま
す
」

恐
怖
心
を
あ
お
り
、
購
入
す
る
ま
で
居

座
る
。

▼
「
消
火
器
の
設
置
状
況
を
確
認
し
ま

す
」

自
宅
や
事
業
所
内
の
正
常
な
消
火
器
で

も
有
効
期
限
切
れ
な
ど
と
偽
っ
て
交
換

さ
せ
る
。

ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

　

訪
問
業
者
に
よ
る
販
売
な
ど
に
不
安
を

感
じ
た
場
合
は
、
あ
い
ま
い
な
意
思
表
示

や
サ
イ
ン
・
押
印
を
せ
ず
に
、
毅
然
と
し

た
態
度
で
は
っ
き
り
と
断
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
不
適
正
な
点
検
や
高
額
請
求
を

す
る
業
者
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
消
防
署
や

警
察
署
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

消
防
署
で
は
、
消
火
器
な
ど
の
販
売
や

あ
っ
せ
ん
は
一
切
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
訪

問
業
者
を
あ
や
し
い
と
感
じ
た
ら
、
身
分

証
明
書
の
提
示
を
求
め
ま
し
ょ
う
（
た
だ

し
、
身
分
証
明
書
を
持
参
し
て
い
る
か
ら
と
安

心
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
身
分
証
明
書
は
、
相

手
の
身
分
を
確
認
す
る
だ
け
で
、
不
適
切
な
業

者
で
は
な
い
と
い
う
証
明
に
は
な
り
ま
せ
ん
）。

　

一
般
家
庭
で
は
、
初
期
消
火
に
有
効
で

あ
る
消
火
器
を
設
置
す
る
よ
う
勧
め
て
い

ま
す
が
、
設
置
の
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
点
検
や
消
火
薬
剤
を
交
換
す
る
義

務
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

　

雨
漏
り
の
修
理
時
に
は
雨
水
の
侵
入
経
路

を
特
定
す
る
た
め
に「
水
か
け
検
査（
屋
根
に
水

を
か
け
て
調
べ
る
）」
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
し

か
し
、４
年
前
に
契
約
し
た
雨
漏
り
修
理
の
内

容
を
見
る
と
、雨
漏
り
修
理
の
契
約
で
は
な
く
、

屋
根
の
塗
り
替
え
工
事
契
約
だ
っ
た
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

契
約
書
に
書
か
れ
て
い
る
「
耐
久
年
数
」
が

何
に
対
し
て
な
の
か
、ま
た
雨
漏
り
が
し
な
い

こ
と
を
保
証
し
て
い
る
の
か
は
っ
き
り
し
ま

せ
ん
。こ
の
よ
う
に
契
約
内
容
が
あ
い
ま
い
だ

と
、長
期
保
証
の
よ
う
な
記
載
が
あ
っ
て
も
修

理
を
依
頼
し
た
時
に
、無
償
修
理
を
強
く
主
張

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。リ
フ
ォ
ー
ム
工

事
終
了
後
に
不
具
合
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
る

の
で
、
契
約
時
に
保
証
内
容
・
期
間
に
つ
い
て

よ
く
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

あ
ら
か
じ
め
、業
者
が
リ
フ
ォ
ー
ム
瑕か

疵し

保

険
に
加
入
し
て
い
れ
ば
、修
理
費
用
を
保
険
で

賄
え
る
の
で
、
業
者
が
対
応
し
や
す
く
な
り
、

ト
ラ
ブ
ル
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

少
し
で
も
不
安
に
な
っ
た
り
困
っ
た
り
し

た
時
に
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
消
費
生
活
相
談

窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 彦
根
市
消
費
生
活
相
談
窓
口　

☎
30-

６
１
４
４
番
（
平
日
午
前
９
時
〜
正
午
、
午

後
１
時
〜
同
４
時
15
分
）

※
今
後
の
相
談
に
役
立
て
る
た
め
、
相
談

受
付
時
に
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

性
別
、
年
齢
、
職
業
な
ど
の
個
人
情
報

を
お
聞
き
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

第8
5回

修
理
し
た
屋
根
か
ら
雨
漏
り
。
無
償
修
理
で
き
る
？

最
近
の
相
談
の
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

一
人
暮
ら
し
の
母
か
ら
「
４
年
前
に
自
宅

の
雨
漏
り
修
理
を
依
頼
し
た
こ
と
が
あ
る
業

者
に
、
最
近
ま
た
雨
漏
り
が
す
る
の
で
修
理

の
依
頼
を
し
た
が
、
連
絡
も
無
く
雨
漏
り
の

様
子
も
見
に
も
来
て
く
れ
な
い
。」
と
県
外
に

住
む
私
に
電
話
が
入
っ
た
。

　

す
ぐ
に
業
者
に
電
話
を
か
け
て
「
母
が

困
っ
て
い
る
の
で
早
く
修
理
に
来
て
ほ
し

い
」
と
伝
え
る
と
、
業
者
か
ら
「
原
因
を
調

べ
る
た
め
に
は
、
大
工
を
手
配
し
て
天
井
を

め
く
ら
な
い
と
い
け
な
い
。
費
用
も
高
額
に

な
る
」
と
言
わ
れ
た
。
無
償
で
修
理
で
き
る

と
思
っ
て
い
た
の
で
不
審
に
思
っ
た
が
、
早

く
修
理
し
て
ほ
し
い
と
伝
え
て
電
話
を
切
っ

た
。

　

４
年
前
に
、
こ
の
業
者
に
雨
漏
り
の
修
理

を
依
頼
し
た
時
の
契
約
書
に
は
、「
シ
リ
コ
ン

塗
装
・
下
地
の
調
整
・
足
場
代
金
」
と
あ
り

支
払
っ
た
金
額
は
63
万
円
、
さ
ら
に
「
耐
久

年
数
10
年
か
ら
13
年
、
施
工
に
不
満
足
の
場

合
は
全
額
返
金
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
無
償

修
理
を
求
め
た
い
が
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　

平
成
26
年
度
の
彦
根
市
ご
み

等
排
出
量
は
平
成
25
年
度
と
比

較
し
て
減
少
し
て
い
る
も
の

の
、
年
間
約
４
万
３
千
ト
ン

で
、
１
人
１
日
あ
た
り
の
ご
み

等
排
出
量
（
年
間
の
ご
み
等
排
出

量
を
１
年
間
の
日
数
と
彦
根
市
の
人

口
で
割
っ
た
も
の
）
は
全
国
平
均

を
上
回
り
、
滋
賀
県
の
各
市
町

の
中
で
一
番
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
平
成
26
年
度
の
ご

み
処
理
（
収
集
運
搬
、
中
間
処

理
、
最
終
処
分
な
ど
）
経
費
は
、

消
費
税
が
８
パ
ー
セ
ン
ト
に

な
っ
た
影
響
も
あ
っ
て
、
約

12
億
７
千
万
円
に
な
り
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ご
み
の
処
理

に
は
、
多
く
の
費
用
が
必
要
で

す
。
ご
み
の
排
出
量
が
減
り
、

処
理
に
か
か
る
費
用
を
減
ら
す

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
限
ら
れ
た

彦
根
市
の
財
源
を
有
効
に
活
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
は
、「
生

ご
み
の
水
切
り
」
や
「
お
店
に

あ
る
、
各
種
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を

利
用
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
」
な
ど

皆
さ
ん
の
ひ
と
手
間
で
、
減
ら

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境

課
☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
27-

０
３
９
５
番

ご
み
の
減
量
と
資
源
化
ト
ピ
ッ
ク
ス

１
人
１
日
あ
た
り
の
ご
み
排
出
量
と
ご
み
処
理
経
費

平成25年度平成26年度

約12億7千万円 約12億6千万円

1,050グラム 1,112グラム
市民1人1日当
たりのごみ排出量

約 43,000 トン 約46,000トン　年間のごみ排出量

ごみ処理経費
（年間）

彦根市消防本部予防課☎22-0332・FAX22-9427
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第231回

　

文
房
具
と
い
う
と
、
現
代
で
は
、
ノ
ー

ト
や
ペ
ン
な
ど
文
字
を
書
く
際
に
用
い
る

道
具
を
主
に
連
想
し
ま
す
。
し
か
し
、
本

来
は
、
よ
り
広
い
意
味
を
持
つ
言
葉
で
し

た
。「
文
房
」
は
書
斎
を
意
味
す
る
言
葉

で
あ
り
、
書
斎
に
備
え
付
け
ら
れ
た
机
や

棚
な
ど
の
調
度
品
も
、
筆
や
硯す

ず
り

と
と
も
に

文
房
具
と
呼
ば
れ
て
き
た
の
で
す
。

　

室
町
時
代
の
頃
か
ら
、
書
院
と
呼
ば
れ

る
空
間
に
、
中
国
の
文
人
の
書
斎
を
思
わ

せ
る
よ
う
な
文ふ

机づ
く
えや
硯
、
筆ひ

っ

架か

、
筆ひ

っ

洗せ
ん

な

ど
の
文
房
具
を
飾
る
「
文
房
飾
り
」
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
江
戸
時
代
に
は
、

室
内
を
飾
る
室し

つ

礼ら
い

の
一
つ
と
し
て
、
そ
の

形
式
が
確
立
さ
れ
ま
し
た
。
飾
り
と
し
て

の
文
房
具
は
、
時
に
実
用
か
ら
離
れ
、
工

芸
技
術
の
粋
を
集
め
た
美
術
品
と
し
て
の

価
値
を
持
ち
、
鑑
賞
の
対
象
に
も
な
っ
た

の
で
す
。

　

写
真
の
硯
は
、
そ
の
典
型
と
も
言
え
る

作
品
で
す
。
井
伊
家
伝
来
の
文
房
具
の
一

つ
で
、
大
き
な
紫
水
晶
を
加
工
し
て
あ
つ

ら
え
ら
れ
た
硯
で
あ
り
、
江
戸
時
代
の
作

品
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

水
晶
の
硯
は
表
面
が
滑
る
た
め
、
墨
を

擦
る
用
途
に
は
適
さ
な
い
の
で
す
が
、
古

来
、
そ
の
美
し
さ
が
愛
で
ら
れ
、
鑑
賞

用
の
「
飾

か
ざ
り

硯す
ず
り
」
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き

ま
し
た
。

　

こ
の
作
品
は
、
水
晶
の
表
面
を
平
ら
に

削
り
、
中
央
に
、
墨
を
擦
る
部
分
（
硯
の

陸
）
と
擦
っ
た
墨
汁
を
溜
め
る
部
分
（
硯

の
海
）
を
し
つ
ら
え
て
い
ま
す
。
硯
の
蓋

は
、
象
牙
と
鼈べ

っ

甲こ
う

で
鼓
を
象

か
た
ど

っ
た
も
の
。

上
部
に
は
、
鶏
型
の
銀
の
水
滴
を
嵌は

め
込

ん
で
い
ま
す
。
紫し

檀た
ん

の
台
座
に
は
、
梅
樹

が
彫
り
表
わ
さ
れ
て
お
り
、
い
か
に
も
大

名
家
に
相
応
し
い
豪
華
な
作
品
に
仕
上
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
水
滴
と
硯
蓋
に
表
わ
さ
れ
た

鶏
と
鼓
に
注
目
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
こ
の

２
つ
は
、
単
な
る
飾
り
と
し
て
無
意
味
に

取
り
合
わ
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

中
国
古
代
の
伝
説
的
な
名
君
、
堯

ぎ
ょ
う

帝て
い

の
故

事
「
諫か

ん

鼓こ

苔こ
け

む
し
て
鳥
驚
か
ぬ
」
に
ち
な

ん
だ
意
匠
で
す
。

　
「
諫
鼓
」
は
、
堯
帝
の
頃
、
官
庁
に
設

置
さ
れ
た
鼓
の
こ
と
で
、
人
民
が
君
主
に

諫か
ん

言げ
ん

し
よ
う
と
す
る
時
に
打
ち
鳴
ら
さ
れ

る
も
の
で
し
た
。「
諫
鼓
苔
む
し
て
…
」

の
言
葉
は
、
諫
鼓
が
堯
帝
の
善
政
に
よ
り

使
用
さ
れ
る
こ
と
な
く
苔
が
生
え
て
し
ま

う
ほ
ど
で
あ
り
、
鳥
も
諫
鼓
の
音
に
驚

く
こ
と
が
な
い
と
い
う
逸
話
を
表
わ
し

て
い
ま
す
。
こ
の
故
事
に
基
づ
き
、
鼓

と
鳥
は
、
名
君
に
よ
っ
て
世
の
中
が

よ
く
治
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
象
徴

す
る
組
み
合
わ
せ
と
し
て
用
い

ら
れ
て
き
た
の
で
す
。

　

さ
て
、
そ
も
そ
も
文
房
具
は
、

知
性
を
象
徴
す
る
道
具
と
言
え

ま
す
。
そ
の
意
匠
に
鼓
と
鳥
を

取
り
入
れ
る
と
い
う
こ
と
に
は
、

知
性
に
よ
っ
て
善
政
を
行
う
と

い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
硯
を
、

井
伊
家
歴
代
の
ど
の
当
主
が
用
い

た
の
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、「
武
」

で
は
な
く
「
文
」
に
よ
っ
て
、
善
政
を

施し

か
ん
と
す
る
藩
主
に
こ
そ
相
応
し
い

作
品
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

（
彦
根
城
博
物
館
学
芸
員　

奥
田
晶
子
）

234

華
麗
な
る
硯　

―
書
院
を
飾
る
文
房
具
の
美
―

写
真
の
作
品
は
、
常
設
展
「
ほ
ん
も

の
と
の
出
会
い
」
で
２
月
３
日
㈬
～

４
月
11
日
㈪
の
期
間
、
展
示
し
ま
す

（
期
間
中
無
休
）。

▲紫水晶鶏鼓硯

（
屏
風
・
小
袖
・
挟
箱
・
三
棚
）

◀
弥
千
代
の
雛
道
具

チケットのお申し込み、お問い合わせは
チケットセンター　☎27-5200　(9：00～19：00)
インターネットでも購入いただけます。http://bunpla.jp/

【各公演　発売初日の予約の取り扱いについて】
※電話予約・インターネット予約のみの受付となります。
※窓口でのチケット引き取り・販売は翌開館日から承ります。

ひこね市文化プラザ友の会会員募集中！　詳しくは☎26-8601へ
ひこね市文化プラザサポーターズ（運営ボランティア）募集中！

◎表記のチケット価格は、すべて税込価格です。

常

　設

　展

　示

　の

　名

　品

開館時間　８：30～17：00（入館は16：30まで）

URL   http://hikone-castle-museum.jp/

チ

　ケ

　ッ

　ト

　発

　売

　情

　報

特

別

公

開

2月の休館日　1日㈪、8日㈪、15日㈪、22日㈪、29日㈪

自由
自由

　優れた音響特性のエコーホールで、外国製フルコンサートピ
アノを使用して、練習を重ねたメンバーの成果発表です。
　タイトルの「ア・ピアチェーレ！」は、音楽用語で「自由に」
の意味です。バラエティーに富んだ楽曲を、お手軽な価格でお
聞きいただけます。
　また、関連事業として、エコーホールロビーにピアノメンバー
である竹川久仁子さんのガラス細工作品展示を行います。

ギャラリートーク 　
2月6日㈯　11：00～11：30、14：00～14：30
※事前申込：不要　場所：展示室1

観覧料が必要

　狩衣は、神性をそなえた
翁(おきな)や貴人が着用す
る表着(うわぎ)。鮮やかな萌
葱色が目を引くこの１領は、
立涌文の間に咲き誇る梅の
枝が紗（しゃ）で描かれ、暖か
な春の到来を表しているか
のようです。

常設展示「“ほんもの”と
の出会い」では、譜代大名
筆頭・井伊家に伝来した名
宝を中心に80点あまりを
展示しています。

2月5日㈮～3月8日㈫　
「弥千代の雛と婚礼調度」
　井伊直弼の愛娘（まなむすめ）弥千代（やちよ）の雛（ひな）
と 85件に及ぶ大揃いの雛道具を、弥千代の婚礼調度とともに
公開します。

2月 11日（木・祝）　開館29周年記念日
観覧者に、抽選で粗品を差し上げます。

【2月6日㈯9：00発売】
一般500円、友の会450円、
学生以下無料（入場券が必要）
※未就学児も入場できます。
※ひこね市文化プラザチケットセンター窓口のみの
販売です。

【2月6日㈯9：00発売】
友の会500円

【当日】
一般700円
※大人 1 人につき、未就学児 2 人まで入場できます。

【2月13日㈯9：00発売】
一般500円

2月5日㈮～3月8日㈫ 

能装束　単狩衣　萌葱地梅立涌文様
のうしょうぞく か り ぎぬ う め たて も ん ようも え　ぎ じ わくひとえ

5月5日（木・祝） 14：00　エコーホール
第7回エコーホールピアノメンバー演奏会

　童謡や季節の歌を歌ったり、手遊びや体
を動かしたり、クラシック曲の演奏を聴いた
りと親子で楽しめる内容のコンサートです。
　イス席だけでなくハイハイできるマット敷
きの席もあります。また、ロビーに授乳ス
ペース・おむつ替えスペース・ベビーカー
預かりコーナーも用意しています。

-常設展示の名品-

※2月2日㈫～同4日㈭は展示替えのため、一部を閉室します。

5月12日㈭ 10：30　メッセホール
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☆高齢者の食生活アドバイス☆
介護をしている人、自分の食事作りで困っている人

など、この機会に相談してみませんか。
日時　2月8日㈪ 
　　　9：00 〜、10：30 〜〈予約制、各１人〉

場所　くすのきセンター２階
※上記のテーマ・日時以外にも、さまざまな栄養相談

を受け付けています。

前
田　

蒼あ
お

翔と

ち
ゃ
ん

（
清
崎
町
）

青
木　

勇ゆ
う

斗と

ち
ゃ
ん

（
平
田
町
）

古
川　

友ゆ

菜な

ち
ゃ
ん

（
古
沢
町
）

　妊婦友達を作りませんか。妊娠・出産や、これか
らの子育てのことなどみんなで楽しく話しましょ
う。
日時　2月26日㈮　13：30 〜 15：00

（受付 13:15 〜 13:30）

場所　くすのきセンター 1 階
対象　彦根市に住民登録のある妊娠16週以降の妊

婦
持ち物　母子健康手帳
申込　不要
その他　託児はありません。

　妊娠中は、歯周病にかかりやすいといわれていま
す。歯科健診や正しいブラッシング指導を受けてみ
ませんか。妊婦さん同士の交流や、赤ちゃんの歯に
ついての話もあります。
日時　2月25日㈭　13：30 〜 15：30
　　　（受付 13:15 〜 13:30）

場所　くすのきセンター 1 階
対象　彦根市に住民登録のある妊娠16週以降の妊

婦
申込期間　2月1日㈪〜同15日㈪
持ち物　母子健康手帳、手鏡、歯ブラシ、コップ、

　口ふきタオル
申込　必要
申込方法　 健康推進課に電話か FAX で申し込ん

でください。QR コード対応の携帯電話を使って
申し込むこともできます。　

その他　託児はありません。

◀プレママの歯科
健診の申し込み
ＱＲコード

栄 養 相 談

高齢者肺炎球菌感染症の予防接種
接種期限は3月31日㈭まで
　高齢者肺炎球菌感染症の予防接種は、平成 26
年 10 月から平成 30 年度までの間に、1 人 1 回、
定期接種の対象になる機会があります。対象となる
年度のみ公費助成が受けられます。

平成 27 年度の対象者
　次の①②いずれかに当てはまる人
①平成 27 年 4 月 2 日から平成 28 年 4 月 1 日

までの間に次の対象年齢をむかえる人
　65、70、75、80、85、90、95、100 歳
② 60 歳以上６５歳未満の人で、心臓、腎臓、呼吸

器の機能に障害がある人またはヒト免疫不全ウイ
ルスによる免疫機能に障害を有する人

　対象者には、平成 27 年 4 月に予診票を郵送し
ています。公費助成が受けられる接種期間は 3 月
31 日までです。今まで一度も 23 価肺炎球菌ワク
チンを接種したことがなく接種を希望する人は、早
めに接種してください。（接種期間を過ぎると、自費で
の接種になります）

※予診票は医療機関にはありません。予診票を紛失
した人や転入してきた人は、 健康推進課に連絡
してください。

2 月 4日㈭〜同 10日㈬　滋賀県がんと向き合う週間
私はがんになりません。そう言い切れるのは、2人に 1人。

知らないことが一番危険なのです。
▶︎がんを予防しましょう。
▶︎がん検診を受けましょう。「大人ももらおう！ 大事な体の成績表」

がん検診を追加で行います。
　今年度にがん検診を受診していない人、がん検診無
料クーポン券を持っている人は、ぜひ受診してくださ
い。
実施日　2 月 29 日㈪
受付時間　9：00 〜 11：00
場所　くすのきセンター
定員　50 人（先着順）

申込期限　2 月 22 日㈪
申込方法　がん検診予約専用電話☎ 24-3719 に電

話をして申し込んでください。

※大腸がん検診無料クーポン券を持っている人は、こ
の日に限り使用できます。

※乳がん検診無料クーポン券を持っている人で、予
約をしていない人はこの機会に受診してください。
（医療機関検診の予約は終了しています）

　最近、「おもてなし」という言葉をよく耳にしま
す。来日する前は全く知らなかった言葉でしたが、
私が日本に住み始めた頃は「おもてなし」という
言葉が流行語になっていました。しかし、その言
葉に多少、違和感を覚えた記憶があります。確か
に、日本のサービスはすごく丁寧で、お客さんへ
の配慮が優れていると何度も実感しました。
　一方で、お客さんに満足してもらうためにサー
ビスするのは決して日本だけのことではないし、

「おもてなし」といえる行為は一体どういうことな
のかを考えたりしました。
　外国人の立場から考える「おもてなし」に関連
するエピソードがあります。日本に住んでいた外
国人の知人が、製品のトラブルでお客様サポート
センターに電話した時の話です。電話で話してい
たスタッフはすごく丁寧で、いろいろ説明してく
れました。しかし、日本語では簡単な会話しかで
きなかった知人は、そのスタッフが使う敬語にた

いへん混乱したそうです。そこで、「私には敬語が
わからないので、普通に話してくれないか」とス
タッフに頼みました。その意外な依頼にスタッフ
は戸惑ったようで、「申し訳ありませんが、それは
できません」と答えたそうです。なぜなら、お客
さんと話す時に、敬語以外の言葉遣いは失礼にな
るからです。その理由を聞いた知人はもちろん納
得できず、いら立ちを感じてしまったのです。
　普通に考えると、お客さんと話す時は丁寧な言
葉遣いをする必要があると思います。おそらく、ス
タッフはそのように考えて、知人に対応しました。
　しかし、相手の立場から考えないと、かえって
失礼なことをしてしまう場合があります。今回は
外国人の話でしたが、そのほかに子ども、高齢者、
体の不自由な人など、一人ひとりに当てはまる「お
もてなし」があるのではないかと思います。
　このような話を聞くたびに、「おもてなし」は固
定されたルールや対応などではなく、「相手に対し
て柔軟性を持って接すること」だと感じます。こ
れからオリンピックに向けて、日本は観光客への
サービス向上を目指すと思いますが、本当に喜ば
れる「おもてなし」とは何かを考えてみてはどう
でしょうか。

【彦根市国際交流員　ナターリャ】

第20回  「おもてなし」を考え直す

ナターリャ
の部屋

S

滋賀の健康づくりキャラクター▶︎
しがのハグ＆クミ

▲乳がん検診無料クーポン券
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課
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６
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１
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２
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５
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０
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今までの感謝、これからの決意

新成人代表のことば

 1 月 10 日、新成人のつどいがひこね市文化プラザで
開催され、スーツや振り袖などを着た新成人 878 人が
出席しました。
　式典中、新成人のつどい実行委員長の佐々木愼

しん

平
ぺい

さん
は「今日のこの日まで、私を支えてくれた全ての人に感
謝し、これからも胸を張って生きていきたいと思いま
す」と新成人代表のことばを話しました。

▲個人番号カード　表面（イメージ）


